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序     文 

日本国政府は、ガーナ国政府の要請による｢ガーナ国水資源管理マスタープラン｣の実施検討に

先立ち、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施することといたしました。 

当機構は、平成 17 年 2 月 7 日から同年 3 月 8 日までの 30 日間に渡り、予備調査団を現地に派

遣しました。 

調査団は本件の背景を確認するとともに、ガーナ国政府等関係者から情報収集を行いました。 

本報告書は、今回の調査を取りまとめたものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 17 年 3 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 
地球環境部 

部長 富本 幾文 
 



 
ガーナ国 行政区分図 



  

CWSA本部 Mr. Kofi Asamoah長官からの
聞き取り調査 

ドナー会議にオブザーバーとして参加。国

家水政策の中の CWSA プログラムなどに
ついて話し合われた。 

  

Northern州Nanumba郡 Binbilla市の日本無
無償井戸施設。KfW支援リハビリテーショ
ンでポンプの取替えが行われた。 

Northern州 Nanumba郡 Kabliya村の日本無
償井戸施設。Niraポンプが設置。水量豊富。 

  

White Volta川。ブルキナファソから流下す
る国際河川で、洪水の問題がある。WRC
が本流域の IWRMをDANIDA支援で実施。 

Upper East 州 Akurugu Dabdo 村の井戸施
設。20年前に UNICEFが設置、7年前にコ
ミュニティーでポンプをアフリデフに取

替えた。 



 

Upper East州の一般的な風景。低木以外に
植生は見られない。ハマーダのため埃っぽ

い。 

Upper West州の水汲み風景。池の水を取水
している。 

 

Brong Ahafo州 Jaman郡 Konsia村の日本無
償井戸施設。1994年に設置された。スペア
パーツが入手できず2年間使用されなかっ
たが、2005年 1月から使用再開。 

同左。ハンドポンプ（アフリデフ）のハン

ドル付け根部が故障していた。中央の青シ

ャツの人物が WATSAN コミッティー議
長。 

  

Eastern州 Akwapin North郡 Kwadarko村に
設置されている鉄・マンガン簡易除去装

置。2002年に DANIDA支援（3,700US$）
で建設された。 

井戸の水は鉄分の臭いがしたが、ろ過後の

水は臭いがない。ろ過水は、飲料、料理、

洗濯に使用。CWSA 州事務所の指導で

WATSANコミッティーが管理。 
 



  

略 語 表 

（略 語） （表 記） (和 訳) 

ADB African Development Bank アフリカ開発銀行 

AFD Agence Françise de Développement フランス開発庁 

CIDA Canadian International Development Agency カナダ国際開発庁 

CSIR Council for Scientific and Industrial Research 科学・産業研究評議会 

CWSA Community Water and Sanitation Agency 村落給水・衛生局 

DA District Assembly 郡議会 

DANIDA Danish International Development Assistance デンマーク国際開発事業団 

DSS Decision Support System 政策決定システム 

DWST District Water and Sanitation Team 郡給水・衛生システム 

EPA Environmental Protection Agency 環境保全局 

EU European Union ヨーロッパ連合 

EVAROP Eastern and Volta Regions Assistance 
Programme for small towns 

東部、ボルタ州小規模都市支援プロ

グラム 

GLSS Ghana Living Standard Survey ガーナ生活水準調査 

GMA Ghana Meteorological Agency ガーナ国気象庁 

GoG Government of Ghana ガーナ国政府 

GPRS Growth and Poverty Reduction Strategy 成長と貧困撲滅計画 

GTZ Deutsche Gesellschaft für Technisches 
Zusammenarbeit 

ドイツ技術協力局 

GWCL Ghana Water Company Limited ガーナ水供給公社 

HIPC Heavily Indebted Poor Countries 重債務貧困国 

HSD Hydrological Services Department 水文サービス局 

IDA International Development Agency 国際開発協会 

IWRM Integrated Water Resources Management 統合水試験管理 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人 国際協力機構 

KfW Kreditbank für Widergebäu ドイツ復興金融公庫 

MDG Millennium Development Goals ミレニアム開発目標 

MEST Ministry of Environment, Science and 
Technology 

環境・科学・技術省 

MFEP Ministry of Finance and Economic Planning 財務・経済企画省 

MLGRD Ministry of Local Government and Rural 
Development 

地方行政・地方開発省 

MFA Ministry of Food and Agriculture 食料・農業省 

MOH Ministry of Health 保健省 

MWH Ministry of Works and Housing 公共事業住宅省 



NCWSP National Community Water and Sanitation 
Project 

国家地方給水衛生プロジェクト 

NGO Non Governmental Organization 非政府組織 

O&M Operation and Maintenance 維持管理 

RCC Regional Coordination Council 州政府協議会 

SHE School Hygiene Education 学校衛生教育 

SIP Strategic Investment Programme 戦略的投資プログラム 

UNESCO United Nations Education, Scientific and 
Cultural Organization 国連教育科学文化機関 

UNICEF United Nations Children's Fund 国連児童基金 

USAID United States Agency for International 
Development アメリカ国際開発庁 

WATSAN Water and Sanitation Committee in a community 村落給水衛生委員会 

WRC Water Resources Commission 水資源委員会 

WRI Water Research Institute 水研究所 

WRIS Water Resources Information Services 水資源情報サービス 

WSDB Water Sanitation District Board 郡給水衛生委員会 
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第 1章 予備調査の概要 

１－１ 要請の背景 

ガーナ国において安全な水にアクセス可能な人口は、2000年統計データ（Population and Housing 

Census）によれば、地方農村部で 40％、都市部で 70％とされている。水道施設の不備は高い下

痢罹患率等の主要因と考えられており、水・衛生改善に関してガーナ貧困削減計画（2003～2005

年）では、｢特にギニアウォーム感染地、過去に新たな投資がされなかった地域に対して、地方、

都市境界（peri-urban）、都市貧困地域への安全な水供給の促進｣、｢都市水道の効率的な運営｣等

が強調されている。 

水セクターにおいては水資源委員会（Water Resource Commission: WRC）が 1991年に設立さ

れて以来、セクター横断的な水資源管理体制の整備が進められており、国家水政策（Ghana Water 

Policy）が 2003 年に草稿され政府内で最終調整が進められている。同政策では、流域単位での

統合的水資源管理（IWRM）、郡議会（District Assembly）の主体的な参加等による地方分権化の

重要性が謳われている。しかし、水セクターに関わる関係機関との調整、地方レベルでの組織

体制等、中長期的にWRC等の組織･制度（人員、組織、予算）を整備していく必要がある。 

水セクターにおいては世銀、DANIDA が主要なドナーとして活動しており、上記 WRC の設

立等の支援を行ってきた。世銀は小都市の上水道,地方給水に対する支援1を進めており、DANIDA

は、南東部 4州を対象に統合的水資源に配慮した地方の水･衛生プロジェクトを実施中である2。

さらに CIDA が北部 3 州において地下水データベース作成のための調査を行う予定。水セクタ

ーでは他に EU、GTZ、UNICEF、USAID等のドナーが支援しており、適宜情報交換が行われて

いる。 

日本政府は、1986年以来 2000年までに 5次にわたって無償資金協力（地方給水計画）を実施、

総額約 35億円、計約 1700本の手押し井戸建設の支援を行った。2000年以来は水分野への協力

は行っていない。 

ガーナ政府は、2003年に日本政府に対し技術協力要請を行った。同要請は、DANIDAが実施

している WSSP と同様のアプローチにより、2 流域において郡議会の参加プロセスを重視した

統合的水資源管理の実施体制を整備、確立することを目的としたプロジェクトである。 

 JICA事務所は水セクターへの支援の方向性を探るため調査を実施、2004年 3月に在外基礎調

査報告書を取りまとめ、①7州の水文地質データ整備（全国 10州の内 3州については DANIDA

で整備済み）のための支援、②水資源に関する包括的なマスタープラン策定の支援を提案して

いる。 

現地におけるドナーの動向把握とガーナにおける水資源管理に係る技術的な課題を把握し、

水セクターにおける JICAの協力方針と具体的な協力内容を検討するために予備調査を実施する。 

                                                        
1 Small Towns Water Supply and Sanitation Project（2004-2008）, Second Community Water and Sanitation 
2 Water and Sanitation Sector Programme Support Phase II（2004-2008） 



－ 2 － 

１－２ 事前調査の目的 

下記の事項を調査するために調査を実施した。 

１）ガーナにおける水・衛生分野の方針 

・ ガーナ政府においては Ghana Water Policyを起草し最終調整を行っているところ、右の進捗

状況を確認、施行上の留意点について関係機関およびドナーと協議し取りまとめる。 

・ 水分野においては、統合的水資源管理、全国的な水文地質情報データベースの整備、水･衛

生環境の整備（都市、農村）が実施されているところ、その実施状況を確認し、課題と優

先性を分析する。 

・ ガーナ事務所入手のWater Policy Documentドラフトによれば、水分野におけるプロジェク

ト等実施において、①Demand driven approach、②Process-oriented approach等の重要性が指

摘されているところ、実施面における配慮事項を他ドナーの案件等をもとに分析し取りま

とめる。 

２）援助協調 

・ 水分野においては教育、保健分野と比べて援助調和化の議論は進んでないものの、方向性

としては GPRS（ガーナ貧困削減計画）に沿った協力を志向している。水分野における主要

ドナー（特に世銀、DANIDA、CIDA）との対話を通じ、当国への協力実施上の配慮事項を

取りまとめる。 

３）過去のわが国の協力のレビュー 

・ わが国は過去 4 次にわたって無償資金協力により深井戸建設の協力を行ってきた。これら

協力の成果を確認し、今後の協力の必要性の有無を検討する。 

１－３ 調査団の構成 

本件調査の団員構成は下記のとおりである。 

氏名 役割 配属先 

益田 信一 調査企画 JICA地球環境部第三グループ水資源･防災チーム 

冨田 ゆきし 水資源開発/ 

地下水 

株式会社 地球システム科学 

 



－ 3 － 

１－４ 調査日程 

予備調査の日程は下記のとおりである。 

 日付 行程 

  益田（調査企画） 冨田（水理地質） 

1 2月8日 成田発→（ロンドン経由） 

2 2月9日 →アクラ着 

3 2月10日 JICA事務所打合せ（所長、次長、神谷企画調査員） 

在ガーナ日本大使館（久保田一等書記官他） 

デンマーク大使館（Mogens Mechita, Programme Coordinator） 

CIDA-PSU（Stephen Sandiford,Planning Laison Officer） 

4 2月11日 Accra→Tamale（空路） 

CWSA北部事務所（Wigberty Dogoli,Regional Director他） 

5 2月12日 Tamale→Nanumba（陸路） 

Nanumba郡議会事務所 

地方給水計画（無償）現場視察 

Nanumbaya→Tamale（陸路） 

6 2月13日 Tamale→Koforidua（陸路） 

7 2月14日 CWSA東部事務所（Philip N.J. Amanon, Regional Director他） 

Eastern州（副知事,S.A.Manu, Regional Coordinating Director他） 

Suhun Kraboa Coaltan郡議会事務所表敬、地方給水計画（無償）視察 

8 2月15日 Densu Basin Board（ Ronald Abrahams, Densu Basin Officer他） 

Densu流域視察 

Koforidua→Accra（陸路） 

9 2月16日 WRC/WRI（Chales A. Biney, Director他） 

CWSA（局長他） 

10 2月17日 NCWSPワークショップ（CWSA主催、ドナー参加） 

MWH（Charles Y. Brempong-Yeboah副大臣,Mina A.Aboagye,Director of 

Water Directorate, CWSA局長他） 

11 2月18日 現地ODAタスク（久保田一等書記官、宍戸所長、小淵次長、神谷企画

調査員他） 

  アクラ発→（ロンドン経由） 

12 2月19日  空路移動 

13 2月20日 →成田着 

  

継続調査 

28 3月7日 アクラ発→（ロンドン経由） 

29 3月8日  空路移動 

30 3月9日 →成田着 
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１－５ 現地調査結果概要 

１．案件形成の方向性 

調査団は本件要望調査票、ガーナ政府要請書、ガーナ事務所在外プロジェクト形成調査をも

とに、ガーナ事務所との公電でのやり取りを通じ、①統合水資源管理、②水文・水理地質デー

タベース、②村落給水整備における案件形成の可能性を検討することとし、当国関係者より情

報収集を行った。 

水文・水理地質調査、または、地方給水整備において協力の可能性がある。いずれも多くの

ドナーが様々な形で参加しているため協力地域、協力コンポーネントについて調整が必要であ

る。今後の協力実施の検討に際しては 2.に示す課題が残っている。 

１）水文水理地質調査 

WRC、CWSA は同調査実施の重要性を示唆している。WRC は表流水、地下水がどの程度
利用可能なのか把握したい模様。レギュレーターとして開発計画の策定や水利用の承認に活用

されるものと考えられる。CWSA は井戸建設における成功率の向上による効率的な資金活用、
DA3の適正な計画策定の支援に活用することを考えている。フッ素、鉄、マンガン、砒素等の
水質問題への対処にも活用されるであろう。 
２）地方給水整備 

MWH、CWSAは現在の地方給水率 46％を MDGsの達成に向けてさらに高めたいとしてい
る。MWHは無償資金協力への期待が高い。 
資金協力と技術協力との連携は相乗効果が高いと思われるが、資金協力が期待できない場

合、JICA は既存井戸の維持管理体制の強化に協力することも考えられる。建設後の井戸の稼
働率は 70～80％と言われており4、これを向上させることで普及率向上に寄与することができ

る。 
地方分権化の流れで地方給水事業の実施は DAに権限移管がされたが、DAの能力は低いた

め CWSAを通じた体制強化を進めるアプローチが考えられる。 
北部3州や過去の無償資金協力サイトにおいて施設整備/リハビリを何らかの資金（草の根、

ガーナ政府予算、他ドナー資金）あるいは、開発調査パイロット事業や JICA フォローアップ
協力事業と連携して、事業実施プロセスの中でキャパシティビルディングを行うことが望まし

い。 
３）統合水資源管理 

MWH、WRCから重要性を示唆されているが、Densu Basin Boardの現状から察すると実際
的な協力の効果を挙げるためには相当の期間と投入を覚悟する必要がある。限られた投入を効

果的に活用する観点から、喫緊の水需要に応える支援の方が望ましいのではないかと考える。 

２．案件形成の課題 

調査団は上記可能性のある事項についてさらに情報収集を行い、協力の可能性のあるオプシ

ョンを報告書に取りまとめた。 

各協力案については検討を進める上で下記に記す懸案事項が残っているところ、①現在検討

中の国別援助計画との整合性、②JICA 関連案件との具体的な調整方法、③他ドナー等（特に
                                                        
3 District Assembly:郡議会 
4 DANIDAからの聞き取り情報 
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CIDA）との調整のあり方を引き続き検討していく必要がある。 

１）水文・水理地質調査 

【調査実施地域の選定】 
事務所公電（2004年 11月 22日 GN/GE011J）に伝達されているMWH副大臣の考えにある

とおり、当調査団も北部 3 州で CIDA が調査を実施予定5であるところ右を補完する形で南部

地域を対象に実施することが一つの方法と思われる。 
北部 3州を対象とした調査を実施する場合は、CIDAとの調整は不可欠であるのでガーナ事

務所で調査対象地域を特定し、CIDA と然るべくルートで協議・調整することが必要と思料さ
れる。北部 3州の調査対象地域が郡レベルに絞り込まれるのであれば、下記 2）の観点からの
協力を実施することとし、CIDAとは情報交換程度で十分かと思われる。 
２）地方給水整備 

【無償資金協力の可能性】 
地方分権化の流れにおいて DAの実施体制強化を CWSAとの協力において行うことは協力

の意義が高い。特に実施プロセスを通じて行うことが重要と考える。 
MWH 副大臣も更なる地方給水の施設整備の重要性が指摘されているところ、無償資金協

力の実施可能性について ODAタスクフォース、国別援助計画検討の中で議論頂きたい。 
無償資金協力が想定できるのか否かによって調査 TORは変わってくるため、次期調査時に

は右を見極めた上で対応できれば望ましい。 
 
【F/U協力検討の可能性】 
リハビリにおける DA、CWSA の体制整備においても実施プロセスを通じて行うと効果が

高いと考えられる。過去の無償資金協力6に対する F/U 協力との連携による事業の可能性を検
討願いたい。 
次年度要望調査に乗せる方向性で検討頂けるのであれば、次期予備調査においてリハビリ

対象井戸を推定するための調査を行うことも検討しうる。 
 
【地方給水事業の実態調査】 
今回の調査団の陣容では CWSA、DA の現場レベルでの体制や既存井戸の維持管理の実態

について調査しきれなかったため、次期現地調査で精査する必要がある。また、3月に予定さ
れている DISCAP7の最終評価ワークショップの情報も参考になると思料する。 

                                                        
5 CIDAによる北部 3州支援にかかる内容は別添 2のとおり 
6 1986 年～2000 年までに５次にわたり無償資金協力が実施され約 1,700 箇所の井戸が建設された。1986 年に実施さ

れた無償のハンドポンプ約 150箇所に対しては 1998年に KfWがリハビリを実施。他の無償においてもリハビリの必

要性がある可能性がある。 
7 District Capacity Building Project: CIDAによる地方分権化支援プロジェクト。給水分野の観点から協力を行っている。 
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１－６ 水セクターの現況と課題 

１）水政策の動向 

水分野においてはMHWがWater Policyを取りまとめている。WCRを中心とした IWRMの

重要性が記されると思われる。WRCは世銀や DANIDAの支援を得つつ流域管理の体制整備を

進めており、将来的にはMinistry of Waterとなることも期待されている。最近では都市水道事

業からWater Feeを徴収することが認められ財政的な基盤も整備されつつある。 

Water Policyは 2005年 3月中旬から 4月初めに National Workshopを開催しドラフトについて

ドナーを含む関係機関に説明する予定にある。その後閣議にかけられ国家方針として承認され

ることになる。 

同法案は 2001年にWRCが作成しMWHに提出したが、MDGの観点を踏まえつつ、地方給

水（CWSA所掌）8、都市給水（Ghana Water Company Ltd所掌）の政策も織り込む必要があっ

たことから現在も取りまとめ段階にある。環境省においても環境アセスメント（特に小都市水

道事業に対するもの）のあり方の検討が進められている。 

水セクター投資計画については政策が取りまとめられた後に取り掛かるためさらに時間がか

かる模様である。地方給水については 2004年～2015年の投資計画ドラフトが CWSAにより作

成されており政府の承認を待って近々に公開される予定。CWSAによれば地方給水におけるガ

ーナ政府予算を 2003年の 6％から 2015年までに 30％まで引き上げる努力を行うとしている。

ギニアウォーム対策と合わせて HIPCファンドが導入される予定にある。 

Water Policy にはドナー協調のあり方も記されており、SWAP を進めていくことが記述され

ている。ドラフト取りまとめの支援はWB、DANIDAが行っているところ、これらのドナーの

考え方が反映されると思われる。Water Policy の最終的な取りまとめとさらに水セクター投資

計画の策定ではドナー間でより具体的な議論が進められると思われる。 

２）水文・水理地質調査 

ⅰ）水理水文調査の実施状況 

DANIDAが実施しているWRIS（Water Resources Information System）プロジェクトにより
特定地域において水文、水理データの整備が行われている。詳細は把握できていないが、DANIDA
はWhite Volta流域、Densu流域で IWRMプロジェクトを実施しているところ、これらの流域
でのデータ収集の一環として実施されたものと思われる。 

WRIは 1997年から地下水モニタリングネットワークの開発をWRISプロジェクトの一環と
して進めている。Groundwater for Window（GWW）と呼ばれる GISシステムを用いて、5万分
の 1地形図を基本地図として水理地質図、井戸データ（水質、揚水試験データ、柱状図）を入
力している。井戸データは CWSA 等の給水プロジェクトで作成された報告書をもとにしてい
る。既に建設された井戸で情報がないものについては、ドナー資金を得ながら座標データ、現

況確認のために実査も行っている。 
上述のとおり入手可能なデータを収集しながら情報の充実を図っている現状にあり、スケ

                                                        
8地方給水についてはNational Community Water Supply Planドラフトについて2月17日にワークショップが開催され、

JICAも出席。3月 15日に最終版が作成され、Water Policyに統合されるべく CWSAからMWHへ提出される。 
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ジュールを決めて水理地質状況を把握するプロジェクト形態にはなっていないようであるが、

クライアントの要望に応じて収集されたデータをもとに解析を行う体制になっている。 
現在、全国で 12,873箇所の井戸データが確認されている9。 

ⅱ）情報整備の課題 

データベースについては、CWSAが Volta州、Eastern州、Central州、Eastern州で実施され
ている地方給水プロジェクト（DANIDA、EU、世銀ドナー）の関係で井戸インベントリーデ
ータベースが整備されており、これらを取りまとめる形で EU支援によりMap Infoを用いた全
国井戸インベントリーGISデータベースが作成された模様である10。 
データベースについてはその統合の必要性が指摘されているが、全国を取りまとめている

ものとしては、記述のとおり WRIと CWSAの 2つがあり、WRIは CWSAのデータに加えて
水文水理地質データが加えられる形になっている。 

CIDAの北部 3州地下水アセスメントはWRCを C/Pとして実施されるが、このプロジェク
トでも水理地質データベースが作られる予定であり、既存データベースの仕様に沿って当国の

標準仕様を検討することが DANIDAからも期待されている。 

３）地方給水整備 

ⅰ）地方給水の課題 

CWSA 局長によれば、①普及率の拡大、②DA のキャパシティビルディング、③Post 
Implementation、④Low Success rate、⑤Water Qualityが課題と考えられている。 
① 普及率： 

MDG達成を念頭において現在 46％から 2015年には 85％を目指すとしている。開発予

算のほとんどをドナーに依存している現状を改め、2015 年までに 30％を政府予算で賄う

こととしている11。HIPCによりギニアウォーム対策のための井戸整備を行うことも検討さ

れている模様。 

② DAのキャパシティビルディング： 

地方分権化の流れで Public Procurement Act（2003年）により DAが水衛生に関わる事業

実施を行うことになった。しかしながら、DA における人材不足や経験不足により手続き

が滞ることが多い。CWSA の支援なしには事業が運営できない実態にあり、中長期的に

CWSAによる関与が必要でありその関係構築が課題となる。 

③ Post Implementation： 

施設建設時に日常的な維持管理体制を行うための WATSAN コミッティーをコミュニテ

ィーに設立し、さらに井戸 20本毎に 1名のエリアメカニックを配置している。 

CWSAは全国に 4地方事務所を設置し各 DAを指導しているが、今後各州に 2～3名の

専門家（技術、普及、財務）を配置し、モニタリング、維持管理体制を整備する予定であ

る。 

また、スペアパーツ普及体制については KfW、DANIDA の支援（200,000US$）により

民間企業 FAM社が設立され、CWSAとの間に 2002年から 5年間の独占的な契約を結びア

                                                        
9 2004年次報告書によれば、12,873箇所の井戸の内、水質データ 4,019箇所、揚水試験データ 3,293箇所、柱状図 1,928
箇所がデータベースに入力されている。 

10 調査団が CWSA北部事務所（Tamale）を訪問した際に、アクラで研修を受けた職員からヒアリングを行った。 
11 SIP（Sector Investment Plan 2004-2015未公開） 
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フリデブとインディアンマークⅡのスペアパーツを輸入、販売している。同社は全国 4拠

点で販売しているが、コミュニティーまでの供給体制の整備が進んでいない。 

井戸が故障した場合はコミュニティーが直接スペアパーツを買いに行かねばならず、そ

の負担が問題となっている。 

④ Low Success Rate： 

北部州等 30％程度と低い地域もある。また、業者の技術力により低い成功率となること

もある。 

⑤ Water Quality： 

鉄、マンガン、フッ素、砒素の濃度が高い地域があり、モニタリングが必要である。 

ⅱ）事業実施体制 

法律上は、CWSAは、DAの事業実施を Facilitatorとして支援することになっている。しか
しながら、現状においては、DAのキャパシティが弱いため、CWSAが DAに代わってコント
ラクターと直接契約することも可とされている。 

DAの一部局である郡Water and Sanitation Team（通常 3名程度の模様）が郡水衛生改善計画
を策定し、州より予算配分を得る。 
新規建設に際しては、①井戸建設、②WATSAN設立、③衛生設備整備を 1セットで実施す

る。DAは入札図書作成、入札、評価、施工管理を行うことになる。 
ⅲ）維持管理体制 

ハンドポンプについては WATSAN コミッティー、小都市水道（2万人～5万人）について
は Water Board（WB）が CWSA の指導のもとで設立される。運営維持管理はコミュニティー
が責任を持つ。日常的維持管理はWATSAN/WBが行い、補修は CWSAに認証を受けたエリア
メカニックが商業ベースで行う。補修費は WATSAN/WB が住民から積み立てた資金によって
賄われる。 

WATSAN/WBは施設建設事業実施時に発注者の委託を受けた Partner Organizationと呼ばれ
る NGO等によって設立される。 
エリアメカニックは、井戸 20本に 1名の割合で配置されることになっている。彼らも事業

実施時に発注者の委託を受けた民間団体により育成される。彼らは商業ベースでコミュニティ

ーの依頼を受けて井戸補修を行う。 
上述のとおり維持管理はコミュニティーの責任において行われるため、CWSA が井戸の稼

動率の実態を捉えることは困難となっている。 
DANIDAによれば井戸が使用不能となっているケースは 20～30％と言われている。 

ⅳ）他ドナーの協力手法 

水セクターを主導しているWB、DANIDA、EU等は SWAPを志向しており、Budget Support
型の支援を行っている一方でCIDAは日本の一般無償と同様の形態で事業を行っているところ
もある。 

CWSA は DA の実施能力が向上するまでは、DA に代わって契約を代行することが可能で
あり、また、対象地域が複数の DAとなる場合は個々に契約行為を行うよりも一括契約した方
が効率的と説明しており、当面は CWSA を対象とした一般無償の実施でも問題はないと思わ
れる。 
法律上は DA が実施機関、CWSA はファシリテーターと位置付けられているところ、その

役割分担については制度と実態に乖離が生じている。2月 17日に開催された NCWSPワークシ
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ョップ12では NCWSPに SWAPを進めていくことが明示されていることについて CIDAからは
当面は多様性を認める形にあるべきと発言があった。 

CWSAからのヒアリングによれば各ドナーの資金協力の手法は下記のとおり。 
CIDA：CWSAに対する資金協力。DAに代わりCWSAがコントラクター契約を行っている。

日本の一般無償と同様の形態と思われる。 
WB、DANIDA：中央銀行に資金を拠出。各ドナーが指定する州へ資金を流す。DAが契約

主体と成る形態を取っている。ただし、WBにおいては中央銀行から民間銀行（Berkley）に変
更した。中央銀行の手続きが遅いことが理由である。 

EU：DAの契約行為を、州、財務省の順に認証し、財務省の認証を受けて、EUがコントラ
クターに直接支払う。手続きが煩雑。CWSAは関与していない模様。 

４）統合水資源管理 

2000年”Water Resources Management Problems Identification Analysis and Prioritization Study”が

実施され、当国 16 流域の課題について分析が行われた。結果、最も人口密度が高い Densu 流

域、ブルキナファソを越境する河川流域となるWhite Volta流域について優先的に IWRMに取

り組むこととなった。 

Densu流域は DANIDAが 2003年から協力を実施。水源の保全と水質改善のため流域の環境

保全を主目的としている模様である。 

White Volta流域については昨年度要望調査により日本政府に正式に技術協力プロジェクト要

請を行ったが、現在 DANIDA が協力を始めている。同流域は洪水が問題とされており、上流

のブルキナファソにおけるダム運用の影響が受けているために国際的な協調を進めている。 

WRCでは金鉱山による水質汚染対策が必要な西部地域の流域で IWRMを行いたいとしてお

り、近々に対象流域を決定する。 

流域管理では水（表流水および地下水）の適正利用のために水配分の許認可制等を定めた

Decision Support Systemを作っているが、現在のところ Densu流域にしかない。流域毎に作っ

て行くことになる。 

以下、Densu流域での取り組みについて、Densu Basin Boardからの聞き取り調査結果を記す。 

【Densu流域の問題】 

同河川は 2 地方都市と首都アクラの上水道水源になっていることから、水源の保全と汚染
対策が重要と認識されている。 
流域は 2,500km2で人口密度は 200人/km2と非常に高く（当国平均 77人/km2）、経済活動に

よる下記の汚染リスクが高いと考えられている。 
ⅰ）上流：森林での不法伐採 

ⅱ）中流：農業等による開発の進行、農薬の流入、都市人口による生活排水。さらにボ

ーキサイト鉱区の開発が検討中。 

ⅲ）下流：ダム湖での漁業による水質汚染、漁業生活者による生活排水 

                                                        
12 NCWSP（National Community Water and Sanitation Policy）のドラフトについて CWSAが関係ドナーに説明。コメン
トを得たうえで 3月 15日に最終案をMWHへ提出。その後Water Policyに統合される。 
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【Densu Basin Board設立の経緯】 

DANIDAの支援により 2003年より Densu River Basin IWRM projectを実施。流域について
の包括的な調査が実施された。例えば、河川流量調査（流量計設置も含む）、地下水調査、既

存井戸調査、社会経済調査等、さらにこれらの調査結果を GISデータベースに取りまとめた。 
同プロジェクトのプロジェクト事務所を前身として2004年3月にDensu Basin BoardがWRC

のもとにパイロット的に設置され、今後の活動次第により恒久的な機関になる予定。 
【事務局の体制、機能、活動】 

Board は州、郡、関係省庁出先機関、水に関わる機関/民間企業、NGO 等計 18 機関の代表
メンバーから成る。 
事務局は事務局長と職員の 2名と秘書。運営費の多くは人件費を含め DANIDAによる支援

と思われる。 
事務局は流域管理に関わる問題について協議する場を提供している。ヒアリングでは、ス

タディーツアー、簡易環境アセスメント、地下水評価等との事であった。DANIDA実施の調査
のコーディネーションの域を出ていない模様である。 

 
DANIDAの支援により、①Densu流域と②White Volta流域について調査を実施し、パイロ

ット的に流域管理事務所を設置した。 
Densuは人口密度の高い流域であり水質汚染対策が重要である。 
予算が得られ次第他の流域にも取り掛かりたいが、次の優先順位としては金鉱山があり人

口増加が顕著な西部地域が考えられる。 
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第 2章 現状と課題 

２－１ 水セクターに関わる政府方針と実施体制 

２－１－１ 国家水政策と関連政策 

ガーナにおいては、安全な水にアクセス可能な人口は、2000 年統計データ（Population and 

Housing Census）によれば、地方農村部で 40％、都市部で 70％と依然として低い状況にある。

また、Community Water and Sanitation Agency（CWSA）によれば、2003年の村落、Small town

（小規模都市）への給水普及率は、全国平均で 46.4％である。 

ガーナの国家上位計画であるガーナ貧困削減計画（Ghana Poverty Reduction Strategy 

（GPRS）：2003～2005年）では、貧困削減と健康の確保を実施するための重要項目として、安

全な水へのアクセスと衛生の向上を掲げている。特に、「ギニアウォーム感染地、過去に投資

がなされなかった地域、地方と都市境界および都市貧困地域への安全な水供給の促進」、「都市

水道の効率的な運営」等が強調されている。 

ガーナの水政策の基幹をなす国家水政策（National Water Policy）は、2003年に草稿され政府

内で最終調整が進められている。本政策では、「現在および将来の世代に対して、最大限の社

会・経済的利益を確保するために、水資源の持続可能な発展と効率的、効果的な管理・運営シ

ステムを達成する」を基本理念としている。 

本政策の行動方針は、①持続可能な水資源の管理、②村落、都市部への安全な飲み水と衛生

の提供よりなる。①については、流域単位での統括的水資源管理（Integrated Water Resources 

Management：IWRM）の必要性が、②については、村落部ではコミュニティーの維持管理、運

営の持続性の確保、郡議会（District Assembly：DA）の主体的な参加と組織強化、民間セクタ

ーの役割の明確化が、都市部では公共セクターと民間セクターのパートナーシップの推進、維

持管理効率の向上、貧困家庭への水供給の確保、資金回収を通しての維持管理の確保などが重

点項目となっている。国家水政策は、2005 年 4 月に公共事業住宅省（Ministry of Works and 

Housing：MWH）に提出され、2005年 5月～6月頃に閣議承認の予定である。 

２－１－２ 水資源開発/管理、村落給水に関わる法制度/計画 

ガーナの村落、小規模都市給水の担当機関はMWH傘下の CWSAである。CWSAは 1994年

に Ghana Water and Sewerage Corporation（現在の Ghana Water Company Limited）から分離独立

した機関である。その後、CWSAは 1998年 12月の Act 564によって村落や小規模都市（人口

2,000～50,000人）の水供給活動の推進役として位置づけられ、現在に至っている。村落や小規

模都市における水供給は、地方分権化に伴う州や郡行政の行動計画を規定した National 

Decentralization Action Plan （NDAP: 2003～2005）に沿って実施されている。 

CWSA は 1994 年に村落、小規模都市での水供給と衛生問題についての基本方針を示した

National Community Water and Sanitation Programme （NCWSP：1994～2003）を制定している。

現在、NCWSPの新バージョンについて、CWSA内で策定作業が進められている。その主要コ
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ンセプトは、①コミュニティーのオーナーシップと管理、②地方分権化/住民参加の促進、③

民間セクターからの物品やサービスの調達、④意思決定プロセスへの女性の参画 等である。 

NCWSPに基づいた CWSAの投資計画（Strategy Investment Plan：SIP：2005～2015）は、国

家水政策が確定後に最終的な取りまとめ作業に入るため、完成まではさらに時間がかかりそう

である。SIPドラフトによれば、2015年までに全国的な給水および衛生普及率を 85％に達成さ

せる計画である。 

２－１－３ 水資源開発/管理、村落給水に関わる実施体制 

ガーナにおける水セクターは、図 2－1に示すように、MWH内に水局（Water Directorate）

が設置されており、これらが国内の水に関する開発、管理、村落給水に関わる業務を実施して

いる。この内、水資源委員会（Water Resources Commission：WRC）が水の管理や使用に関す

る決定権を持っている。また、水に関係する団体間の相関は図 2－2 に示す通りである。以下

に、主要な水セクターの概要を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－1 MWHの組織図 
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（注）略称：MWH （Ministry of Works and Housing）、MSE （Ministry of Science and Environment）、MLF （Ministry of Land and Forestry）、 

          MOC （Ministry of Communications）、MOFA （Ministry of Food and Agriculture）、MOM （Ministry of Mines） 

 

図 2－2 水に関係する団体間の相関 
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１）管理・監督機関 

全国の水資源を統括する機関として、1996年に Act of Parliament（Act 522）に基づきWRC
が設立された。WRCは図 2－3に示すように、MWHの傘下の水局に属しているが、国内の水
の使用・管理についての総括的な監督権限を持っており、水の使用許可および水利用にかかわ

る計画の承認はWRCが行うこととなっている。今後、全国の 16の河川流域に流域委員会（basin 
board）とその事務局（Secretariat）を設置し、統合的な流域管理を行う方針でいるが、現時点
では Densu川とWhite Volta川流域の 2箇所に管理事務所が設置されているのみである。WRC
の役割は Act522により、以下のように定められている。 

・水資源の改善、保全、開発、使用に関する総合的な提案 

・水資源の使用、開発に伴う活動、調整、コントロール 

・水利権の認定 

・水資源に関する情報やデータの収集、整理、保存、発信 

・水の使用機関に対して、水資源に関する科学的な調査、実験、研究の要求 

・水資源の維持管理に対する評価とモニタリング 

・水資源に不都合な効果をもたらす事項についての政府へのアドバイス 

・水資源の汚染コントロールと管理に関わる事項についての担当機関へのアドバイス 

その他の WRC 以外の管理・監督機関としては以下の機関があり、それぞれの分野での管
理・監督を行っている。WRC は、これらの機関の活動を流域において調整する役割を担って
いる。 

・Environmental Protection Agency 

・Fisheries Commission 

・Forestry Commission 

・Lands Commission 

・Minerals Commission 

・National Development Planning Commission 

・Public Utilities Regulatory Commission 

２）調査・研究・情報収集期間 

水研究所（Water Research Institute：WRI）  

WRIは、環境・科学・技術省（Ministry of Environment, Science and Technology：MEST）の
傘下にある研究機関で、科学・産業研究評議会（Council for Scientific and Industrial Research：
CRSR）にある 13の研究所のひとつとして 1996年に設立された。WRIの組織図は図 2－4に示
すとおりで、5 つの研究部門からなり、職員は 241 名（2003 年末）、タマレ市に支社がある。
また、養殖研究開発センター（Aquqculture Research and Development Center）が、東部州 Akosombo
にある。本研究所では、水資源に関する全般的な調査・研究および民間セクターへのサービス

等を行っており、水資源開発に関わるのは、表流水部門と地下水部門、環境水質部門である。 
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＜表流水部門＞ 

WRIの気象観測所で降水量、温度、蒸発量、風向、風速、日射量を観測している。観測
は 27年間実施している。 総括的な土地利用計画を立てるための GISデータベースを構築
している。 

＜地下水部門＞ 

本部門の最大の研究プログラムは、DANIDA 資金で実施している Water Resources 
Information Services （WRIS）プロジェクトである。WRISの主目的は、水理地質に関する
信頼性かつ持続性のあるデータベースを構築することで、同時に効率的な地下水開発を目

途とした国家レベルの地下水モニタリングネットワークの構築を目指している。IWRMプ
ログラムの一環として、Densu 川流域での地下水モニタリング調査、Ankobra 川流域での
地下水の水質アセスメント調査を実施している。 

＜環境水質部門＞ 

WRISの一環として、WRI本部とタマレにある水質分析施設のリハビリテーションと新
規分析機器類の導入が実施されている。これにより、水質分析の質的向上が図られている。 

 
水門サービス局（Hydrological Services Department：HSD） 

HSDはMWHの傘下にあり、全国の表流水のモニタリングと流量観測、海岸保全、河川排
水業務の計画、監督を行う機関である。地方事務所は 7箇所、スタッフは 150人、この内本部
には 40 人程度いる。DANIDA 支援 WRIS の中で行われた Strengthening of Water Resources 
Information Services Project（1998～2002）で、220箇所あった流量観測所を 76箇所に減らし、
全てで自動観測が行われている。観測したデータは河川機構（Water River Authority）、ガーナ
水供給公社（Ghana Water Company Ltd：GWCL）、灌漑開発機構（Irrigation Development 
Authority：IDA）、WRC、大学などに情報提供している。HSD 局長は WRC の理事であり、他
の水セクター機関との連携は良さそうである。IWRMに関連する業務としては、Densu川流域
5箇所で流量観測を実施している。現在、水文に関する独自のデータベースは構築されていな
いが、データ管理には Hydataソフト（Institute of Hydrology in UK）を使用している。 
ガーナ国気象庁 Ghana Meteorological Agency：GMA） 

全国の気象観測を行う機関で、通信省（Ministry of Communication）の下部組織に属し、10
の州事務所と 22 の郡事務所がある。スタッフは 630 名で、そのほとんどが観測業務に従事し
ている。2004年に Act682で気象局（Meteorological Services Department：MSD）から、現在の
GMAに名前が変更された。観測項目は降雨量、日射量、蒸発量、気温、湿度、風向・風速で、
24 時間体制で観測を行っている。DANIDA 支援 WRIS の中で行われた Strengthening of Water 
Resources Information Services Project（1998～2002）で、308箇所の観測所がネットワーク化さ
れた。308箇所の内訳は、総合観測所（Synoptic station）22箇所、気象観測所（Climatological station）
51箇所、農林観測所（Agromet station）60箇所、雨量観測所（Rain station）175箇所で、すべ
ての観測所で依然手観測が行われている。 

GMA局長は、WRCの理事を兼ねている。 
３）都市・村落給水に関する実施機関 

（1） 都市部の水供給に関する実施体制 

ガーナ水供給公社（Ghana Water Company Ltd：GWCL） 

GWCLはMWHの傘下にあり、人口 5万人以上の都市部の水の開発、供給、管理を行う機
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関である。1994年に出された NCWSPと政府の地方分権化政策で、それまでの村落給水・衛生
部（Community Water and Sanitation Division：CWSD）から、村落、小規模都市給水を担当する
CWSAが分離された。CWSDは GWCLに名前が変更され、都市部の水供給を担当する機関と
なった。 
（2） 村落給水に関する実施機関 

村落給水・衛生局（Community Water and Sanitation Agency：CWSA） 
CWSAは GWCL同様MWHの管轄にあり、村落および小規模都市部の水の開発、供給、管

理を行う機関である。1994年に CWSDから分離した。1998年 12月の Act564により、村落お
よび小規模都市に安全な水と衛生設備を提供する推進者としての役割が明確化された。現在、

CWSA は各州にそれぞれ地方事務所を持っており、州内の各郡の郡議会（District Assembly：
DA） やコミュニティー、民間セクターに対するトレーニングや研修活動を実施している。 

CWSA の年次報告書（2003）によれば、1994～2003 年の 10 年間で、村落給水に関しては
3,683箇所の井戸または掘りぬき井戸のリハビリテーション、3,216箇所の新規井戸掘削とハン
ドポンプの設置を行っている。一方小規模都市の給水では、113 箇所の小規模都市でのパイプ
システムの布設、8,072 箇所の公共、家庭用トイレの建設がある。これらのプロジェクトを通
して、給水普及率は 1994年の 30％から 2003年には 46.3％に向上している。 
給水施設の建設は、90％がドナーの支援でおこなわれており、井戸＋ハンドポンプの場合

は建設費の 5％を、小規模都市のパイプ給水の場合は 2.5％をコミュニティーが負担することに
なっている。設置後の維持管理に関わる経費の負担は、コミュニティーの責任で行うものとさ

れている。 
 

２－２ ガーナ全国の自然環境と水資源・水理地質の概況 

２－２－１ 自然環境 

１）地形および地質 
（1） 地形 

ガーナはギニア湾に面する西アフリカ諸国のほぼ中央に位置している。ガーナの地形は、

東のトーゴ共和国との境界をなす山岳部を除いては一般に平坦であり、高度の異なるいく

つかの高原および平野からなる。これらは、図 2－5に示す 5つの地形区に区分される。 
Ⅰ．沿岸平野部 

ガーナ南東部の沿岸に広がる低平地で、アクラ東部に広がる東部平野とケープコースと

東部に広がる西部平野に区分される。 
Ⅱ．降雨林開析台地 

熱帯降雨林に覆われた標高 240～300m の高地で豊富な雨量のためかなり開析が進んで
いる。現河道はかなり深く切り込んでいる。 

Ⅲ．サバンナ高原 
標高 180～300m にかけて緩やかに起伏する高地で、降雨林開析台地よりもさらに緩や

かな傾斜を有する。 
Ⅳ．ボルタ高原 

ガーナの国土総面積の 47％を占める広大な盆地で、その中心から南東部に広がるボルタ
湖に向けて全体に極めてゆるく傾斜する。標高はボルタ湖およびボルタ川沿いで 60～150
ｍ、東部のオチ川沿岸で最も高く 150～300mとなる。 
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Ⅴ．山岳地帯 
山岳地帯はボルタ盆地を取り囲む形で、以下の３帯に分かれる。 
 Ⅴ－１．アクワピン・トーゴ山脈 
 Ⅴ－２．南部ボルタ高地 
 Ⅴ－３．ガンバガエスカーブ 

（2） 地質 
ガーナの地質図を図 2－6 に示す。ガーナの地質、基盤である先カンブリア層とこれを

覆う古生層、中生層および若干の新生層からなる。これら各層を構成する地層を下位から

順に挙げると次のようになる。 
先カンブリア層 
Dahomeyan層群：初期先カンブリア、東部沿岸平野の内陸側に分布し、片麻岩、片岩等の変成

岩からなる。 
B i r i mi a n 層群：中期先カンブリア、降雨林地帯のほぼ 3/4 を占めている。主に片岩、千枚岩

等の堆積岩起源変成岩からなるが、上部に火成岩起源の変成岩も伴う。 
Tarkwaian 層群：中後期先カンブリア、降雨林開析台地内に残丘状に分布する。片岩、砂岩、

硅岩および千枚岩からなり、かなり褶曲を受けている。 
Togo Series層群：中後期先カンブリア、アクワピン・トーゴ山脈の東側を構成し、強く褶曲を

受けた堆積岩起源の変成岩からなる。 
B u e m 層 群：アクワピン・トーゴ山脈の西半分を形成し、非変成の堆積岩（頁岩、砂岩と

若干の火成岩とからなる。
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図 2－5 ガーナの地形区分図 
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図 2－6 ガーナの地質図 
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古 生 層 
V o l t a i a n 層群：広大なボルタ盆地の全域に分布する。ほとんど水平に堆積した砂岩、頁岩、

泥岩および石灰岩等の堆積岩からなる。  
Accrian/Sekondian層群：上部古生層、それぞれアクラ市およびセコンディ市を中心とした沿岸のごく

一部に分布する堆積岩（砂岩、頁岩、石灰岩等）。 
中 生 層 

Eocen＆Cretaceous層群：砂岩、頁岩、石灰岩等の堆積岩からなり、第 3 紀層に伴って沿岸の極一部に
分布する。 

新 生 層 
T e r t i a r y 層 群：上部白亜紀系を覆って沿岸の一部に分布する堆積岩類。 
R e c e n t 層 群：ボルタ河口部を中心に、東部沿岸平野の海岸側に分布し、未固結の砂、粘土、

礫などからなる。 
貫 入 岩 類 
G r a n i t e s 類：中期先カンブリア、Birimian層群と関連して、降雨林地帯およびサバンナ高原

にかなり広範囲に分布する。 
 
２）気象 

ガーナの気象は、全体としては熱帯性気候帯に属し、サハラ砂漠から吹き寄せるハマター

ンと呼ばれる暑くて乾燥した埃っぽい北東貿易風と、南の海上から吹き上げる比較的涼しくて

湿気を帯びたモンスーンまたは西南貿易風の影響を受けている。 
年間雨量、年平均気温は、北部と南部ではかなりの差異が認められる。一般に、年に 2 回

の雨季（4月～6月、9月～11月）があるが、北部はやや例外で、雨季は 3月～9月の 1回だけ
となる。図 2－7に年平均降水量の分布図を示すが、南西の 2,000mmから北部の 950mm、南東
の 800mmと場所により大きな変化を示す。年平均気温は 26℃～30℃程度である。 

２－２－２ 水資源・水理地質の概況 

ガーナの水資源は、河川、湖、ため池などの表流水と地下水からなる。ガーナでは人口の 68％
が村落部で生活しており、ほとんどの地域で生活用水として地下水が利用されている。安全な

水へのアクセスは、村落部で 40％程度、都市部で 60％以下と言われている。 

水資源の内、表流水の主要な部分をなす河川は、国全体で比較的よく発達している。ガーナ

にはボルタ水系、南西部水系、海岸部水系の 3 つの主要な表流水システムがあり、それぞれ、
国土の 70％、22％、8％を占めている。これらの 3つの水系は図 2－8に示すように 16の河川流
域に区分できる。この内、代表的な河川はボルタ川であり、その流域は国土面積の 3/4 を占め
る。ボルタ川はコートジボアール、ブルキナファソの国境に源を発し、その流域総面積はガー

ナ内のそれの 2 倍以上ある。ボルタ川の流域はガーナ内では、黒ボルタ、白ボルタ、オチおよ
び下流ボルタ川に区分される。ボルタ川開発計画によるアコソンボダムの完成（1964年）によ
って出来たボルタ湖は、湛水面積 8,400km2の世界最大の人口湖であり、アクラ市の都市用水お

よび水力発電に利用されている。ボルタ川のほかは、プラ、アンコプラ、タノなどの河川があ

り、これらは、いずれもアシャンティ地方を水源とし、ギニア湾に流れ込む小規模な河川であ

る。 
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図 2－7 ガーナの年平均降水量の等雨量曲線図（Survey of Ghana：1968） 
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図 2－8 ガーナの主要な河川流域 
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水資源の内、ガーナの水理地質図を図 2－9に示すが、地下水は 4つの主要な水理地質区分（①
Basement Complex、②Voltaina System、③Mesozoic and Cenozoic sedimentary rocks、④貫入岩類）
に賦存し、それぞれ固有の特性を有している。各岩盤の水理地質区分毎の地下水産出量は表 2
－1に取りまとめた。 

 
表 2－1 水理地質区分毎の地下水産出量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下に、各水理地質区の特徴を述べる。 
① Basement Complex 

本層は、先カンブリアの結晶質な火成岩や変成岩からなり、北部→南西部にかけての広い

範囲に分布する。北部の Upper East、Upper Wes州の大部分、Central、Eastern、Ashanti州の一
部地域には④貫入岩類（花崗岩）が見られる。一般に井戸の成功率は 75～88％程度と高いが、
南東部に分布する Dahomeyan 層では 36％とかなり低い値を示す。地下水産出量は一般に 8～
10m3/hであるが、Dahomeyan層では 2.7m3/hと低い。Birimian 層は亀裂が発達しており、井戸
の平均的な深度は 35m 程度である。本層の地下水は場所により鉄分やマンガンの含有量が高
い傾向にある。 
② Voltaian System 

本層は、ガーナの東部に位置し、Northern州の中央と東部地域、Brong Ahafo、Ashanti、Easter、
Volta 州の一部地域を含む広い範囲に分布している。タマレ周辺には帯水能力の低い頁岩が分
布しており、表層部はラテライト化（粘土化）しているため雨水が浸透しづらく、雨季にはた

め池が多く出現する（多くは乾季に枯れてしまう）。本層の平均的な井戸の成功率は 56％であ
るが、場所によっては 30％程度とかなり低く、産出量も極端に小さくなる。また、タマレ付近
には塩水を含む地下水が見られる。フッ素も一部地域で認められている。 
③ Mesozoic and Cenozoic sedimentary rocks 

Costal Block-Fault Province（Accra、Sekondi、Cape Coast地区）には、主として中生代の砂
岩、頁岩、石灰岩からなり、井戸の成功率は 36％、産出量は 3.9m3/hと低い。一方、Coastal-Plain 
Province（Esiama～Ivory Coast）には、白亜紀から第三紀の堆積岩類が分布しており、特に石灰

水理地質区分 帯水層（岩石名） 井戸の成功率（%）

範囲 平均

①　Basement Complex

Dahomeyan層 片麻岩、片岩 36 1.0-3.0 2.7

Birimian層 片岩、千枚岩、火成岩起源の変成岩 75.8 0.41-29.8 10.1

Tarkwaian層 片岩、砂岩、硅岩、千枚岩 83 1.0-23.2 8.7

Togo Series層 堆積岩起源の変成岩 87.9 0.72-24.3 9.2

Buem層 頁岩、砂岩、火成岩 87.9 0.72-24.3 9.2

②　Voltaian System

Lower Voltaian層 砂岩、頁岩、泥岩、石灰岩 55 1.0-9.0 8.5

Middle Voltaian層 砂岩、頁岩、泥岩、石灰岩 56 0.4-9.0 6.2

Upper Voltaian層 砂岩、頁岩、泥岩、石灰岩 56 1.0-9.0 8.5

③　Mesozoic and Cenozoic
　　 Sedimentary Rocks

Costal Block-Fault Province 砂岩、頁岩、泥岩、石灰岩 36 1.0-5.0 3.9

Costal-Plain Province 砂、粘土、石灰岩 78 4.5-5.4 15.6

Alluvial Province 未固結な砂、粘土、礫 67 1.0-15.0 11.7

④　貫入岩類

Granite類 花崗岩 85 0.45-23.6 5.4

注）Hydrogeologic framework and borehole yields in Ghana (Hydrogeological Journal:2000 8:405-416)にJICA調査団が一部加筆

地下水産出量(m3/h)
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岩は石油やガスを含んでいる。南東部（Keta地区）には、白亜紀から新第 3紀の石灰岩が分布
しており、平均的な産出量は 21.3m3/hとかなり大きい値を示す。 

Alluvial Province（ボルタ川沿いおよびボルタ川の三角州）には、沖積の砂、礫が分布して
おり、良好な帯水層を形成している。但し、海岸部の地下水は塩水化の問題もあり、開発に当

たってはこの点を留意する必要がある。 
④ 貫入岩類 

本層は Basement Complex中の Birimian層に貫入したもので、花崗岩類からなる。分布地域
は北部の Upper East、Upper West州の大部分、Central、Eastern、Ashanti州の一部地域である。
本層は初生的には亀裂がなく、地下水を帯水する層ではないが、風化や構造運動により良好な

帯水層として発達したものである。Upper East州のWa郡ではかなり深部（100ｍ以上）まで風
化が進んでおり、この地区での井戸の成功率は 85％と高いが、平均的な産出量は 5.4m3/hと低
めである。特に、Asanti 州の Kumasi 市やその周辺部の花崗岩類は、風化が深部まで及んでお
り（帯水層となる）、降雨量も多いことから、他の地区に比べて平均産出量が 9.3m3/hと大きい。
一般に、貫入岩類の地下水の水質は概ね良好であるが、一部地域でフッ素の含有の高いところ

がある。 

以上のことから、ガーナの地下水は以下のようにまとめられる。 

ガーナの水理地質４区分の内、地下水開発が比較的可能なのは、Basement Complex、 Mesozoic 
and Cenozoic sedimentary rocks（Coastal-Plain Province＋Alluvial Province）および貫入岩類であ
る。一方、Voltaian Systemは、Basement Complexに比べて、地下水開発ポテンシャルは低く、
開発には困難を伴う。 

Basement Complexの分布地区は比較的人口の多い地域であり、地下水の汚染（生活用水や
農薬や鉱山廃水等）が進んでおり、開発上の問題点となっている。また、地下水に鉄やマンガ

ンが多く含まれており、飲料水として使用する上での障害となっている。Basement Complexの
内、Dahomeyan層は地下水開発が難しい地層である。 
海岸部の地下水は、一部の地層を除いては開発ポテンシャルが高いが、開発に当たっては

塩水化の可能性があるため、適正な開発を行う必要がある。 
北部 3州の地下水は、Northern州と Upper East、Upper West州でその特徴が異なる。Northern

州では全般に透水能力の低い Voltaian Systemの頁岩が分布しており、井戸の成功率や産出量は
低い。それに比べて、Upper East、Upper West州では、風化および亀裂の発達した花崗岩が分
布しており、井戸の成功率も高い状況にある。Northern州と Upper East州では、局所的ではあ
るがフッ素濃度の高い地下水が見られる。 
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図 2－9 ガーナの水理地質図 
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２－３ ガーナ全国の水資源開発/管理、村落給水整備の実施状況 

２－３－１ 統合水資源管理の実施状況 

ガーナにおける統合水資源管理（Integrated Water Resources Management：IWRM）の基本的
コンセプトは、水資源に関係する機関および受益者が全員参画し、総合的観点からの持続可能

な水資源管理を実施することである。ガーナの IWRMはまだ始まったばかりであり、WRCが
推進役としての役割を担っている。国家水政策にも IWRM の必要性が述べられており、流域

ベースでの IWRMがすでに Densu川流域とWhite Volta川流域で開始されている。2001年末に
はWater Resources Management Fund（Legislative Instrument No.1692）が国会を通過しており、
水開発の権利の認証やライセンス発行、大口事業者からの水料金徴収が実施されている。 

ガーナにある 16の河川流域のうち 14流域については、WRCにいよるWRIへの委託調査に
より IWRMを進める上での問題点の整理と実施に向けての優先順位を設定された（Final Report：

WATER RESOURCES MANAGEMENT PROBLEMS IDENTIFICATION, ANALYSIS AND 

PRIORITIZATION STUDY, 2000年 9月）。各流域の問題点と優先順については表 2－2に取りまと
めたが、IWRM上の主要な問題点は以下の通りである。 

① 地域的、季節的な水不足 
② 水質汚染（生活用水、産業用水、農薬、鉱山廃水など） 
③ 流域の荒廃（焼畑、材木の伐採、過耕作、土壌浸食） 
④ 国際河川（突発的な洪水、河川の汚染、水資源の有効利用と配分） 
⑤ 行政組織の脆弱性（水セクター、DAsの強化） 
⑥ データ、情報の信頼性（水セクターの強化） 
⑦ IWRMに関する政策の未整備 
⑧ 市民への啓発活動 

WRCでは、DANIDAの支援を受けて 2003年より Densu川流域とWhite Volta川流域で試験
的に IWRMを実施している。Densu 川流域は水質汚染（特に、Accra市の水源であるWeija貯
水池の水質劣化）、季節的な水不足、人口の急激な増加（人口密度が 200人/km2と当国平均 77
人/km2 に比べて高い）、土地利用の急激な変化による流域の荒廃（上流での森林伐採、農地の

開発）等の理由で選定された。White Volta川流域については、上流のブルキナファソにおける
ダム運用の影響で洪水が発生しており、国際河川管理の必要性から選定された。現在、両国に

おいてデータの統一化や交換についての技術的対話を進めている。 

Densu川流域では、2003年より Process-oriented Approachの観点から流域管理体制の確立と
IWSM計画（Water action plan）に向けての活動を開始している。図 2－10に流域単位での IWRM
のアプローチの流れ図を示す。この Densu川流域では、IWRMの一環として流域についての包
括的な調査が実施されている。例えば、河川流量調査（流量計設置も含む）、地下水調査、既

存井戸調査、社会経済調査等、さらにこれらの調査結果を GISデータベースで取りまとめてい
る。WRCでは、現況の水資源評価と将来の水資源配分を決定するツールとして、Decision Support 
System（DSS）を構築中である。現在、骨格となる部分は完成しているようであるが、実用化
に向けて整備中とのことである。 
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表 2－2 ガーナ国における各河川流域での統合的流域管理（IWRM）の優先順位と主要な問題点 

優先順位 流域名 所属河川系 流域管理上の主要問題

1 Densu Coastal River System

1. Water pollution and improper land-use

2. Water shotage

3. Institutional issues

2 Pra South-Western River System

1. Water pollution and improper land-use

2. Water shotage

3. Institutional issues

3 Lower Volta Volta River System

1.Institutional issues

2.Water weeds

3.Seawater intrusion and high salinity of groudwater

4 Ayensu Coastal River System

1. Water shotage

2. Institutional issues

3. Water pollution and improper land-use

5 White Volta Volta River System

1.Floodimg

2.Water shortage

3.Institutional issues

6 Main Volta Volta River System

1.Water shotage

2.Water weeds

3.Institutional issues

7 Odaw/Accra Plain Coastal River System

1. Water pollution and improper land-use

2. Flooding

3. Institutional issues

8 Kakum/Bruku Coastal River System

1.Water shotage

2.Water pollution and improper land-use

3.Institutional issues

9 Oti-Daka Volta River System

1.Floodimg

2.Water shortage

3.Water weeds

10 Ochi-Nakawa Coastal River System

1. Institutional issues

2. Flooding

3. Water pollution and improper land-use

11 Ankobra South-Western River System

1. Water pollution and improper land-use

2. Institutional issues

3. Seawater intrusion

12 Tano South-Western River System

1. Water weeds

2. Flooding

3. Institutional issues

13 Black Volta Volta River System

1.Institutional issues

2.Flooding

3.Water pollution and improper land-use

Source: (FINAL REPORT: WATER RESOURCES MANAGEMENT PROBLEMS IDENTIFICATION< ANALYSIS AND PRIORITIZATION STUDY)  
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Identify basins for IWRM activities

Establish contacts with stakeholders in
workshops, community fora etc.

Analyse and agree on interventions relevant to
selected basins

Formulate relevant institutional structure for agreed
interventions

Establish WRC Basin Office(s) to facilitate and test
coordinating structure

Is the
coordination
appropriate?

Inaugurate institutional structure(s) for
IWRM (e.g. Basin Board)

Prepare IWRM plans for selected basins

Implementation of
IWRM plans

Mobilise resources
(financial and technical)

Develop/apply
IWRM tools (DSS)

Assess and evaluate
initial water balance
and allocation plan

YES

NO

 
図 2－10 流域単位での IWRMアプローチ 
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2004年 3月に Densu Basin BoardがWRCにより Eastern州の Koforidua市に設置された。本
Boardは州、郡、関係省庁出先機関、水に関わる機関、民間企業、NGO等計 18人のメンバー
から成っており、関係機関が協議した上で物事が決定されるようになっているとのことである

が、具体的な活動はまだ実施されていない印象を受けた。 

２－３－２ 水文水理地質データおよび井戸データの整備状況 

１）水文・水理地質データの整備状況 

水文データは、HSD所有の水文解析ソフト Hydata（Institute of Hydrology in UK）で整理さ
れているが、本格的なデータベースは構築されていない。 
水理地質データについては、WRIの地下水部門がDANIDAの支援を受けてGWW（Groudwater 

Software for Windows）ソフトを使ってデータベースを構築している。本データベースの基本デ
ータは、CWSA、GWCL、GSD、NGOs 等から入手しており、以下に示す４つの大項目毎に整
理されている。表 2－3に、2005年 3月 3日現在でのデータベースの内容を示た。 
① Master Data：井戸の設置位置、井戸深度、井戸の揚水量、静水位等 
② 水質データ：水温、ｐH、電気伝導度、重金属類等 
③ 揚水試験データ：予備試験、段階試験、連続試験、回復試験、透水係数、貯留係数 
④ 掘削柱状図 

ガーナ内の水セクター関係機関（WRI、CWSA、Worldvision 等）は、水理地質データベー
スとして GWW を使用する方向で進んでいる。すでに、WRI ではこれらの機関に対してトレ
ーニングを開始している。CWSAの Eastern州事務所では、GWWを業務で使用している。WRI
では、GWWで整理されたデータをGISベースで表示するアプリケーションシステムをDANIDA
の支援で完成させている。Densu川流域の IWRMの成果図についても、本 GISシステムで取り
まとめられている。 
２）水理地質図および地下水利用マップの整備状況 

ガーナの水理地質図（縮尺１/250,000）は南部を中心に州単位で整備され、紙ベースでの販
売が行われている。現時点（2005年 3月末）では、北部 3州と Brong Ahafo州の水理地質図は
紙ベースで完成していないが、基本データの収集、および現地調査はすでに完了しており、解

析と図面作成も今年度中に完了する予定である。水理地質図のデジタル化は、DANIDAの支援
で北部から進めており、現在 Upper East州と Upper West州で作業が実施されている。残りの州
についても、順次デジタル化を進める方針でいる。地下水利用マップは地下水の水質をベース

に作成されたマップで、幾つかの地区（例えば、Densu川流域やアクラ周辺部）で完成してい
る。 
３）井戸データの整備状況 

既存井戸のデータベースは CWSA，WRI や NGOs でそれぞれ作成しているようであるが、
本格的なデータベースは CWSAが構築している。CWSAのデータベースは、CWSAの戦略・
投資計画立案のための National Monitoring System（Water Sanitation Facilities Planning and 
Monitoring）と CWSAの州事務所や DAsがコミュニティーの給水状況やWATSANコミッティ
ー、WSDBの活動状況を把握するための National Database（CWSA INFOSYS）の 2種類がある。
National Databaseについては、CWSAの各州事務所が随時データを更新する体制をとっている。
現在、13,201箇所の井戸データが登録されている。 

 



 

－ 32 － 

表 2－3 WRIの水理地質データベース（GWW）の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

４）各データベースの仕様と整備状況 

表 2－4にWRIと CWSAのデータベースの仕様と整備状況を取りまとめた。当初、これら
のデータベースは同じような用途で構築されたものと考えていたが、実際はそれぞれで用途が

異なることが確認できた。また、それぞれのデータベースとも、機能的で使いやすい感じがし

た。データベースの問題は、データベースの構造ではなく、入力するデータの質と管理にある

と考えられる。それぞれのデータベースの基本情報は、主として CWSAや GWCL、GSDから
入手しており、データソースは同じ場合が多い。データベースの信頼性を確保するには、入力

データの質の向上と統一したフォームでの管理が必要であると言える。特に、井戸の位置情報

や現況の稼働状況については、現場で確認した信頼性の高いデータが必要である。 
これらのデータベースの利便性を高め、効果的な活用を計るには、ベータベースに携わる

IT技師の技術力の向上が必要と考えられる。そのためには IT技術者を対象とした技術トレー
ニングと、IT関連の周辺機器の充実、各水セクターの担当者を対象としたセミナー等が必要で
ある。 

 
 

Regions Master Data Chemical Data Pumping Test Well Log

Northern Zone 5,838 608 226 374

Northern 2,075 - - -

Upper East 2,113 217 224 346

Upper West 1,650 391 2 28

AahBah 1,428 744 113 53

Ashanti 1,196 632 - -

Brong Ahafo 232 112 113 53

CentWest 1 ,104 739 1,103 234

Centaral 472 256 470 213

Western 634 483 633 21

Eastern Zone 4,536 1,928 1,851 1,291

Eastern 1,685 705 1,298 30

Grater Accra 266 - 51 -

Volta 2,584 1,223 502 1,241

Total 12 ,906 4,019 3,293 1,952

注）データ数は、2005年3月3日現在
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表 2－4 データベースの仕様と整備状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－３－３ 村落給水整備、運営維持管理の実施状況 

１）村落給水整備体制 

ガーナにおける給水整備事業は、1994年に出された National Community Water and Sanitation 
Programme （NCWSP）に基づいて、都市部の給水整備については GWCL が、村落給水整備
については CWSAが実施してきた。しかし、1998年 12月の Act564により、地方給水整備で
は DAが事業主体となり、CWSAが Facilitator（推進役）として DAを支援することになった。
新規の井戸建設においては、①施設建設、②WATSANコミティー設立、③トイレ建設促進が 1
セットなっており、Community Ownership＆Management（COM）、そのプロセスを支える民間
セクターの活用が方針となっている。CWSAはアクラ市に本部があり、全国 10州にそれぞれ
州事務所が設置されている。 
村落給水整備事業では、DAがWater and Sanitation計画の策定、実施 TORの作成、入札、

施行管理、維持管理の指導等を行う必要がある。しかし、実際は DAにはこれらを実施する人
材が不足しており、CWSA による支援が欠かせない状況にある。実態としては CWSA がコン
サルタントを雇用し、コンサルタントの指導を受けてDAが実施する形となっている。WATSAN
コミッティー、WSDB の設立、トイレコンポーネントについては DAs が直接実施することも
あり得る。 
コミュニティーにおける給水施設の建設は、Demand Responsiveness Approach に基づき、村

落給水については施設建設費の 5％、小規模都市については 2.5％の負担が可能で、かつオペレ
ーション、メンテナンスコストの支払い能力があるコミュニティーで実施する。所定の施設費

が支払えない場合は、DAがその一部を補助する場合がある。 
コミュニティー（村落および小規模都市）における給水・衛生施設の供給基準、および給

水施設の建設種別は、NCWSPにより次のように定められている。 

所有者 データ・ベースの名称
援助機関/
作成時期

データの種類 機能/用途 評価と問題点

 National Monitoring System
(Water Sanitation Facilities Planning and

Monitorning)

Danida
（1999-2003)

・州、郡、コミュニティの社会情
報
・公共施設（学校、病院）
・水供給施設の概況
・給水普及率
・ドナー、NGOの情報
・プロジェクト情報（実施、計画）
・コントラクター情報
・工事の主要単価

CWSAの戦略・投資計画立案用
（国内すべてのコミュニティをカ

バー）

・機能的で、使いやすい
・データの信頼性が問題

National Database　（CWSA　INFOSAYS2005)
EU

（2002－2005）

・州、郡、コミニティーの社会情
報
・コミニティの公共施設情報
・井戸・パイプシステムの台帳
・井戸の水地質、水質情報
・WSDBやWATSANの活動状況

　コミュニティーの給水状況の把握
・GISベースで取りまとめれれている
・2005年1月に各州事務所の配布
済み
・更新は州事務所が随時実施
・13,201の井戸データが入力済み

・機能的で、使いやすい
・データの信頼度が問題
・井戸の正確な位置が不明
(GPSでの位置確認が必要）
・GWSAｓのIT担当者の能力強化
・IT周辺機器が必要(カラープリンター
等）

National Hydrogeological Database
(GWW : Groundwater Software for Windows)

Damida
(1997-2004）

・井戸データ (位置等)：12,906
・水質データ：4,019
・揚水試験データ：3,299
・井戸柱状図：1,932
（2005年3月3日現在）

水理地質関係の全国データベース
・CWSA、井戸業者、NGOからデー
タを入手
・随時データの更新を行っている

・GWWは市販ソフト。他の国でも利用
・ガーナの水セクター
（WRI,CWSA,World Vision)は、GWWを
水理地質データベースとして使用する
方向
・CWSAのEastern州事務所は、すでに
これを活用

GIS Application Hydrogeology Danida
（2003-2004)

・GWWデータのGISでの表示
・WRIで作成した地下水関係図
のGISベース化

水セクターへの情報の提供
・IWRMへの利用（Densu川流域）
・水資源関連機関へ情報提供
・WRIの調査、研究に利用
・Upper East, Upper Westの水理地
質図は入力済み

・データの質の向上、管理の一元化が
必要

総合評価

CWSA

WRI

CWSA、WRIのデータベースは、機能的で使いやすい感じがした。また、それぞれ用途が異なるため、重複している感じは受けなかった。問題は入力するデータの質と管理にあると
考えられる。それぞれのデータベースの基本情報は、同じソースを使うことが多いので、データの質の向上と統一したフォームでの管理が必要である。特に、井戸の位置情報や現状
での稼働状況については、現場での確認が必要である。また、これらのデータベースを機能的に活用するには、各水セクターのIT技師のトレーニングと、周辺機器の充実、各水セク
ターを対象としたセミナーなどが必要である。
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給水・衛生施設の供給基準 
・コミュニティーの規模 

村落（Rural）：人口 2,000人以下、小規模都市（Small Town）：2,000～50,000人 
・給水基準（Water） 

150人 / hand dug well、300人 / borehole、300人/stand pipe 
1人当たりの日給水量：20リットル 
給水施設への最大のアクセス距離：500m 
水質は Ghana Standard Board基準に適合すること 

・衛生施設（Sanitation）基準 
Household Latrines   8人 
Institutional Latrines   50人 / squat hole 

給水施設の建設種別 
人口 75～300人     Hand-dug well 

301～2,000人    Borehole 
2,001～5,000人   Pipe system 
5,000人以上       同上 

２）村落給水整備状況 

村落給水整備状況については、CWSA 本部および各州事務所が CWSA データベース
（INFSYS）で管理している。表 2－5に各州の 2002年度の給水普及率を示す。これによれば、
ガーナ全体の給水率は 41.28％で、給水率が 40％以下の州は Central、Brong Ahafo、Western、
Eastern州である。 

 
表 2－5 全国の給水普及率（2002年） 

ASHANTI REGION 2,385                2,431,217                2,090           835 54 1,051,781 43.26%

BRONG AHAFO REGION 2,292                1,841,761                1,437           524 26 664,930 36.10%

CENTRAL REGION 2,404                1,297,237                1,293           0 25 447,805 34.52%

EASTERN REGION 3,994                2,298,797                1,830           1000 97 905,994 39.41%

GREATER ACCRA REGION 718                   703,731                   144              55 165 292,391 41.55%

NORTHERN REGION 3,558                1,992,134                1,889           555 36 835,564 41.94%

UPPER EAST REGION 2,134                889,631                   1,635           333 0 445,159 50.04%

UPPER WEST REGION 1,018                595,308                   1,224           164 0 390,254 65.55%

VOLTA REGION 2,635                1,352,036                1,073           123 217 572,764 42.36%

WESTERN REGION 1,840                1,650,961                1,130           442 129 607,526 36.80%

 GRAND TOTAL 22,978              15,052,813              13,745         4,031              749            6,214,168 41.28%

資料：CWSA本部から入手

州 コミュニティー数 人口 Borehole Hand-Dug
Well Pipe　System サービスを受けて

いる人口
給水普及率
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地方給水、小規模都市給水の給水普及率は全国レベルで 46.4％であり、10年間で 26％ぞ化

したと報告されている。 
CWSA の州事務所でのインタビューによれば、井戸施設設置後、何らかの理由で施設が使

用されていない井戸が全体の 20～30％程度あるとの見解を得ている。井戸の部品が破損したが
修理をしていないケース、目詰りで井戸の機能が低下しているケース、鉄分の含有が多いケー

スなどが考えられる。多くの場合は、部品交換や井戸のリハビリテーション、鉄除去装置設置

で機能が回復するものと考えられる。 
３）コミュニティーにおける運営維持管理体制 

コミュニティーにおける施設の維持管理は、CWSA の指導の下、DA に設置されている郡
給水衛生チーム（District Water Sanitation Team：DWST）がコミュニティーに対して技術指導を
行っている。DWSTは Community Development officer、Hygiene Education officer、Water Technician
の 3名体制で業務を実施している。 
コミュニティーでの給水施設の運営維持管理は、村落部の場合は村落給水衛生委員会（Water 

and Sanitation Committee：WATSAN）が、小規模都市部の場合は郡給水衛生委員会（Water and 
Sanitation Development Board：WSDB）が担当している。WATSANは、WATSAN議長以下通常
7名のメンバーからなり、このうち2名がCaretakerとして井戸の簡単な保守管理を行っている。
なお、1994 年以前に設置された村落については、WATSAN コミュティーが設置されていない
場合があり、WATSANの早期設立が維持管理上、最も重要な課題となっている。 
井戸施設の維持管理費用はWATSANコミティーにより現金徴収されており、銀行口座で管

理されている。 
 
各州には、CWSAにより研修を受けたエリアメカニックが井戸の維持管理を実施している。

エリアメカニックのサービス提供はまったくの商業ベースであり、サービス料金はコミュニテ

ィーとの交渉で決まる。通常、エリアメカニックはオートバイ等の長距離を移動する手段を持

っておらず、州都から離れた遠方（20km以上）での巡回サービスが出来ない状況にある。WSA
はエリアメカニックに対して、4種類のハンドポンプ（インディアンマークⅡ、アフレデフ、
ニラ、ルベニエ）の修理に関するトレーニングを実施している。この内、多くのエリアメカニ

ックはインディアンマークⅡの修理用具を持っておらず、修理が出来ないケースが多々ある。 
 
ハンドポンプのスペアパーツの供給体制として、DANIDA、KfWの支援（200,000US$）に

より、テマ市に FAM社が設立されている。FAM社は 2002年より、CWSAと 5年間の契約で
アフレデフとインディアンマークⅡのスペアパーツを供給している。現在、アクラ、テマ、タ

マレ、クマシの 4市に Zonal Warehouseを設置している。また、各州都には CWSAの指導で民
間運営のWarehouseを設置し、そこにスペアパーツをストックしている。Upper East、Upper West
州では、各郡に Store shopが 1～2箇所あり、他の州に比べて、部品の流通は上手くいっている
ようである。 
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４）地方給水の課題 

CWSA、WRI、WRC等の水セクターで行った調査結果を元に、今後地方給水を進めていく
上での課題と問題点を整理した。 
①開発予算の確保 

現在、開発予算は全てドナー頼みとなっており、政府の支出は政府職員の給与等の

recurrent costに留まっている。開発を計画通りに進めるためには、継続的にドナーからの
予算を確保すると共に、HIPC予算の活用等、新たな予算処置も必要と考えられる（HIPC
予算によりギニアウォーム対策のための井戸整備事業が実施されているが詳細は未確認）。 

②地方分権化に伴う DAの能力強化と CWSAの支援体制整備 
地方分権化に伴い、今まで開発の実施主体であった CWSA が促進役（facilitator）とし

て位置付けられ、一方で DAが実施主体となり、入札から管理までの業務を行う必要が生
じている。しかし、DA は事業を推進するための計画立案、実施に関わる人材が全く不足
しており、実施するためのノウハウがない。DA の人材育成や情報支援をドナーが行って
いるが十分ではなく、更なる早急な DAの能力強化の支援が必要である。 
ただし、そもそも人材脆弱な DAに、地下水開発に関わる専門技術や地方給水のノウハ

ウを担わせることは現実性を欠くものであり、専門性を有する CWSA との協力関係を構
築することが重要である。現在、制度の構築段階にあり、地方給水事業を実施する上での

CWSAと DAの責任分担が不明確になっているので、地方給水整備の中央と地方の関係の
あり方も現実を見据えて検討し、双方に対して支援を行っていく必要がある。 

③コミュニティーの維持管理体制の確立 
1994 年以降に設置された井戸については、CWSA 州事務所の指導を受けてコミュニテ
ィー内にWATSANが設置されており、維持管理体制が整っている。しかし、1994年以前
に設置された井戸については、多くの井戸で WATSAN が設置されておらず、早急にこれ
らを設置し、維持管理体制を確立する必要がある。 

④スペアパーツ供給体制の強化 
スペアパーツについては、ドナーの支援により民間企業により供給体制が整備されたが、

商業ベースに乗らない地方部までの供給体制が整備されておらず、地方住民の不満となっ

ている。地方部では住民がエリアメカニックの処方箋を得て自らスペアパーツを購入する

必要も生じることから、故障したままで放置されている井戸がある。 
既存の DAの物品輸送（教育、保健等の資材輸送等）の体制と調整を取る等により、DA
の責任においても可能なスペアパーツの供給体制を整備する必要がある。 
また、エリアメカニックのサービス向上のためのモニタリングや地域内での意見交換を

通じた改善策の検討も、一つの方策と思われる。 
⑤探査技術の向上 

低い井戸成功率は、Northern州の Voltaian Systemが分布する地域で見られ、成功率は平
均で 30～50％といわれている。2005 年から CIDA が北部 3州で水理地質アセスメント調
査を実施する予定であり、これらの地域での適正な開発手法の向上が期待されている。た

だし、これらの地域における地下水は基盤の亀裂帯に帯水しているケースが多いため、成

功率をあげるためには、新しい物理探査（例えば、2次元非抵抗電気探査、放射能探査等）
の適用も考えられる。 
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２－４ 無償資金協力で掘削した井戸の稼動状況 

ガーナにおいては、1986年から 2001年にかけて、4フェーズにわたって対ガーナ無償資金協
力「地方給水計画」が実施されている。 無償資金協力で建設した井戸施設は、ハンドポンプ付
の井戸であり、全体で 1,036箇所の井戸施設が建設されている。これらの井戸施設の現況と問題
点については、本予備調査団による現地調査や JICAガーナ事務所が実施した聞き取り調査に基
づき、表 2－6 にとりまとめた。なお、無償資金協力については、2001 年のフェーズⅣ（第 2
期工事業者入札）において、ガーナとの間で「コスト問題」が発生しており、現在のところ再

開に向けての協議は行われていない。 
 
表 2－6 無償（地方給水計画）で設置した井戸施設の現状と問題点 （2005年 2月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各フェーズで設置された井戸施設の現況と問題点は以下の通りである。 
 

１）フェーズ 1 

1986年に Northern州 Nanumba郡で 159箇所のハンドポンプ付井戸を設置した。159箇所の
内、現在 155箇所が稼動している。1998年に CWSAが、KfWの資金協力で日本の無償井戸す
べてについてのリハビリ（孔内洗浄、ポンプ更新）とコミュニティーレベルでの維持管理体制

の整備（WATSAN コミティー設立）を実施した。その結果、日本の無償を含めてすべての稼
働中の井戸においては所定の維持管理体制が整備されている。日本の無償ではインディアンマ

ークⅡが使われている井戸があるが、エリアメカニックはこのポンプを修理するための工具を

持っておらず、壊れた場合の対応が問題となっている。なお、地下水位が 45m 以深の井戸で
はこのポンプでないと対応できない（ポンプを変えることによる対応は不可）。 

フェーズⅠ フェーズⅡ フェーズⅢ フェーズⅣ

Northen Region Brong Ahafo Eastern Region/Great Accra Western Region

Nanumba Brekum, Jaman Asuogyaman他、8郡 Wassa Amenfi他, 2郡

1986 　1990-1991 1996-1997 2001

159 310 425 142

・159箇所の井戸の内、155箇所で稼動。

・1998年にKfWがリハビリ（孔内洗浄＋ポンプ

の更新）を実施。

・JICA担当者不在で、詳細不明。

・Jaman郡の無償井戸は、DAの指導で部品を
交換し、稼動するようになった（2年間未稼

働）。

・多くの井戸は順調に稼動しており、給水普

及率の向上に寄与。

・2５箇所の鉄・マンガン除去装置（日本が設
置）付き井戸が不使用。

・他に、15箇所の鉄分含有の高い井戸があ

る。

・約半数の井戸は水質的に問題なし。

・約35％の井戸では鉄分を含んでおり、使用
していない（川の水を飲用）。

・井戸の破損（3箇所）。

・DAｓ、Watsan、エリアメカニックに対するト

レーニングを実施。

・リハビリ時にWatsanコミュティー設立

・DAｓ、Watsan、エリアメカニックに対するト

レーニングを実施。

・DAｓ、Watsan、エリアメカニックに対するト

レーニングを実施。

・鉄・マンガン除去装置のメンテもコミュニティ

と工事業者に指導。

・DAsとともに、コミュニティー住民に簡単なメ

ンテを訓練。

・スペアーパーツは、DAs、コミュニティーとの

連携。

・料金徴収はスムーズに行われている。お金

は銀行口座で管理している。

・スペアーパーツの供給が悪い。特にタマレ
から離れた遠隔地は問題がある。

・エリアメカニックはインディアンマークⅡの修

理工具を持っていない。

・Watsanコミティーの運営は良好。

・無償井戸の幾つかは、Watsanコミッティー

が設立済み。

・水料金は200セディ/桶、100セディ/バケ

ツ。銀行口座で管理。

・水質上の問題はない。

・無償井戸にWatsanコミティー設置

・Watsanコミティーの運営は良好。

・水料金は故障時に徴収と毎回徴収している
ところ（100セディ/バケツ）がある。銀行口座

で管理。

・スペアーパーツの供給に問題。

・ほとんどすべてのコミュﾆｭﾃｨｰで、自前で維

持管理が出来る。

・水料金（月ベースでお金を徴収）

・Watsan活動の活発なところとそうでないとこ

ろがある。

・幾つかのコミュニティーでは、水道料金を徴

収していない。将来の維持管理が問題。

・井戸が破損した場合のスペアーパーツの問
題あり（IndianマークⅡ）。

・DAsがしっかりしている印象があり、管理は

問題なさそう。

・無償井戸の実態が不明。

・無償の鉄・マンガン除去装置は維持管理の

手間がかかるため不使用。
・除去装置のついていない15井戸も鉄分が

多く不使用。

・井戸水に鉄が含有しており、井戸の水を使

用していないところがある。
・Watsan活動の活発でないコミュニティーが

ある。

郡（District）

井戸の稼働状況

プロジェクト名

実施時期

建設井戸の本数

州（Region）

総合評価

日本の無償井戸についての実態調査はWestern州で実施されたが、その他の州の実態については、関係者からの聞き取りと一部地域の現場視察から実態を想定した。それぞれの州で

それぞれの問題があるが、Watsanコミティーが設立されている井戸が多く、概ね稼働状況は良好であると感じられる。問題は、Westan州とEastern州で井戸水に鉄・マンガンの含有が多

いことである。Western州で全体の30%(43箇所程度）が、Eastern州では425箇所の内、40箇所の井戸が飲用に使用されていない。鉄・マンガン除去装置については、Eastern州で採用し

ている簡易装置（3,700US$：材料費＋工事費)があり、メンテも簡単なことから、これを設置すれば多くの井戸で使用が可能となる。その他、各州で破損又はスペアーパーツが手に入ら

ないため稼動してない井戸が幾つかあると考えられる。正確な状況を把握するには実態調査が必要である。

問題点

CWSA州事務所

DAS/コミュニティーの

維持管理
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２）フェーズ 2 

1990～1991年に Brong Ahafo州の Brekum、Jaman郡で 310箇所のハンドポンプ付井戸を設
置した。これらの現況については、無償井戸の DAの担当者が不在であったので、詳細につい
ては把握できなかった。今回訪れた無償井戸は 1994 年以前に設置されたものであったが、す
でにいくつかの村落では WATSAN コミッティーが設置されており、料金徴収などもスムーズ
に実施されている。 
３）フェーズ 3 

1996～1997年に Eastern、Great Accra州の Asuogyman他、8郡で 425箇所のハンドポンプ付
井戸＋鉄・マンガン除去装置（鉄・マンガンの含有量がWHO基準を超える場合）を設置した。
現在、25箇所の鉄・マンガン除去装置（日本が設置）付き井戸と 15箇所の鉄分含有の高い井
戸が使用されていないが、コミュニティーでの井戸の運営は良好である。水料金の徴収は故障

時に一括徴収する場合とバケツ一杯毎に毎回徴収する場合（100セディ/バケツ）があり、銀行
口座で管理している。井戸が故障した場合のスペアパーツの供給は、Northern州同様、首都か
ら離れた遠隔地で問題がある。現在、スペアパーツはアクラの FAM社の Zonal Warehouseから
購入している。 
４）フェーズ 4 

2001年にWestern州のWassa、Amenfi郡で 142箇所のハンドポンプ付井戸を設置した。 
設置井戸の実態調査は、JICAガーナ事務所が現地コンサルタント会社に委託し、2005年 1

月 10日～14日にかけて実施している。この報告書によれば、日本無償井戸の約 35％の井戸が
WHO の基準値以上の鉄分を含んでおり現在使用されていない。その他、井戸の破損のため使
用不可となっている井戸が 3箇所あると報告されている。井戸の使用をやめた住民は、再び川
やため池の水を飲用している。井戸の維持管理については、ほとんどすべてのコミュニティー

で、独自に維持管理が出来る状況にある（水料金は月ベースで徴収）が、幾つかのコミュニテ

ィーでは水道料金が徴収されていないとのことである。 
一般に、無償井戸ではWATSANコミッティーが設立されている井戸が多く、概ね稼働状況

は良好であると感じられる。最大の問題は、Western州と Eastern州で井戸水に鉄・マンガンが
含まれていることで、臭いや味の面で問題がある。Western州で全体の 30%（43箇所程度）が、
Eastern州では 425箇所の内 40箇所の井戸が飲用に使用されていない（CWSA州担当者からの
聞き込み）とのことである。 
鉄・マンガン除去装置については、Eastern州で採用している簡易装置（3,700US$：材料費

＋工事費）があり、維持管理との情報を得ている。現在までのところ、Eastern州では 38箇所
の井戸施設で本施設が稼動中（DANIDA 支援）であり、CWSA では今後も本装置を普及させ
ていきたいとの希望を持っている。その他、各州で破損又はスペアパーツが手に入らないため

稼動していない井戸が幾つかあると考えられる。正確な状況は実態調査で明らかにする必要が

ある。 
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２－５ 実施中および計画中のプロジェクト（他ドナー、NGO等の動向） 

村落給水設備事業の財源は各ドナー国の支援で賄われているが、協力手法については以下に

示すように各ドナーで異なっている。 
・ CIDA プロジェクトでは、DA を代表して CWSA が直接にコントラクター契約を行ってい
る。対象地域が複数の DA となる場合は、個々に契約行為を行うよりも一括契約したほう
が効率的という側面がある。このような形式は今後もあり得る（日本の無償と同様の形態

となり得る）。 
・ WB、DANIDAは、中央銀行を通じて直接特定の州へ資金を配布し、州から予算を得た DA
が契約主体となる形態を取っている。ただし、WB においては中央銀行の手続きが遅いこ
とを理由に民間銀行に変更した。 

・ EU は、DA が選定したコントラクターへ EU が直接支払う形態を取っている。DA の契約
認証を、州、財務省の順に行うため手続きが煩雑である。CWSAは関与していない。 

 
１）実施中のプロジェクト 

村落給水・衛生関係のプロジェクトとして最近実施されたものおよび実施中のものを図 2
－11、表 2－7に示す。 
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図 2－11 2005年 1月時点で実施中の地方・小規模都市給水関係のプロジェクト 
（CWSA資料と JICA調査団の聞き取り調査から作成） 
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表 2－7 ガーナで最近終了した又は実施中のプロジェクト（地方、小規模都市の水供給関係）（1/4） 
External Support 
Agencies Support Amount to Date Project Operational area Project Duration Status Targets/Achievements 

Agence Francais de 
Developpment （AfD）

120 million FF 
 
 
 
9 million Euros  

Phase 1a  Central Region  - all districts 
Phase 1b        “             “ 
Phase 1c        “             “ 
 
Phase 2- Northern Region – Districts in the 

western corridor 

1. 1990～1999 
 
 
 
2. 2002～2005 
 

Completed 
Completed 
Completed 
 
Ongoing 

420 water points  
300 water points 
18 Small Towns & 140 water points 
235-point sources, 13 pipe systems, 

2000 household & 72 
Institutional latrines. 

Canadian International 
Development Agency 
（CIDA） 

Cdn$11million 
Cdn$34million 
 
*to be provided 
 
 
 
Cdn$16.768 million 
 
 
 

COWAP- Upper East & West Regions 
GAP 1- Small Towns Rehabilitation – 

Northern Upper East & West Regions 
GAP 2- Small Towns Rehabilitation – 

CIDA funding  went into capacity 
building 

 
NORWASP – Northern Region -Point 

Sources – 7 districts in the North 
Eastern corridor 

 

1. 1993～1999 
2. 1990～1994 
 
3. 1996～2000 
 
 
 
4. 1999～2006 
 
 
 
 

Completed 
Completed 
 
Completed 
 
 
 
Ongoing 
 
 
 
 

Rehabilitated 2600 water points  
Rehabilitated 14 Small towns Water 

Supply Systems 
18 Small Towns Water Supply 

Systems 
 
 
70 HDW and 630 BH; 14,000 latrines 

are expected to be provided 
 

Danish International 
Development Agency 
（DANIDA） 

DKK158 million 
DKK11.5 million 
DKK109 million 
 
 
 
DKK5.0 million 
 
DKK 32.6 million 
 
DKK 271.695 million 
 

Phase 1 – Volta Region – 8 districts 
Phase 2 – Volta,  
Phase 1 - Eastern & Greater Accra Region 
 
 
 
Small towns Project for Greater Accra 
 
• Sector Capacity Building Component 
 
• District Based Water & Sanitation 

Component of  the DANIDA Water & 
Sanitation Sector Programme Support, 
Phase II   

 

1. 1993～1996 
2. 1997～2003 
3. 1999～2003 
 
 
 
4. 2002～2004 
 
5. 1999～2003 
 
6. 2004～2009 

Completed 
Completed 
Completed 
 
 
 
Ongoing 
  
Ongoing 
 
Ongoing 
 

 
• Will provide water for  

      400, 000 people; 10,000      
      household & 170 institutional  

       latrines. 
 
• 5 small towns 
 
• Capacity building for key sector 

actors 
• Targeting the Greater Accra, 

Eastern, Volta and Central 
regions. >1500 point sources; 20 
piped schemes and >20,000 
latrines envisaged. 

                                                                                            （CWSA本部で入手、一部調査団が加筆） 

 



 

 

－
 42 
－

 

表 2－7 ガーナで最近終了した又は実施中のプロジェクト（地方、小規模都市の水供給関係）（2/4） 
External Support 
Agencies Support Amount to Date Project Operational area Project Duration Status Targets/Achievements 

Department for 
International 
Development （DFID）

 
- 

South East Water & Sanitation Project – 
（SEDWSP – Completed 

 Completed  

European Union （EU） ∈15 million 
 
 
∈14 million 
 
 
 
∈32 million  
 
 

Small Towns Water & Sanitation Project  
（Ashanti, Western & Brong Ahafo 
regions） – 25 small towns.  

Rural Water & Sanitation Project – 
  Northern Region. East & West 
  Gonja & West Mamprusi – Guinea 

Worm endemic region  
Small Towns Water Supply & Sanitation 

 – Central & Western Regions  
– 40 small towns （20 per region） 

2001～2002 
 
 
2002～2005 
 
 
 
2002～2005 
 
 

Completed 
 
 
Ongoing 
 
 
 
Ongoing 
 
 

Construction completed for 25 small 
towns in the three regions 

 
475-point sources fitted with pumps, 

25 boreholes with solar pumping 
to be provided. And 2000 latrines 

 
Burgeap the consulting firm has 

mobilized to site and work has 
started in earnest. 

 
European Union 1/3 of funding for micro 

financing devoted to water 
supply in project areas. 

This is not under the management of 
CWSA, but the District assemblies and 
some NGOs 

Started early 1990 Ongoing in some 
districts. 

A specified number of water and 
sanitation facilities have been installed 
in communities all over the country. 

International  
Development 
Association （IDA） 
 
 
 
 
 
 

1.US$8.4 million 
 
 
 
2.US$4.4 million 
 
 
 
3.US$12.1million 
 
 
 
4.US$25 million for Phase1 
 
 
 
 
5.US$26 million for Phase2 

CWSP 1 – rural water supply and sanitation 
for Northern, Western, Ashanti & 
Brong Ahafo regions  

 
• Small Towns Water Supply Project – 

Brong Ahafo, Ashanti & Western, Upper 
East & West & Northern regions 

 
• Capacity building 
 
 
 
CWSP 2 - Ashanti, Brong Ahafo, Upper 

East, Upper West, Northern （Savelugu 
district） , and Western （ PHAST 
Programme） Regions  

 
� CWSP 2 – Ash, BA, UE, UW, Western  

& Central. 

1. 1994～1999 
Extended to end of 
2000. 
 
2. 1994～1999 
Extended to end of 
2000. 
 
3. 1994～1999 
Extended to end of 
2000. 
 
4. 1999～2002 
 
 
 
 
5. 2005～2007 

Completed 
 
 
 
• Completed 
 
 
 
• Complete 
 
 
 
Ongoing 
 
 
 
 
� Start 2005 Jan 

 1288 water points provided （only 
1180 are fitted with pumps.）  
5931 household latrines, 

 
36 pipe schemes completed 
 
 
 
As part of the CWSP1 
 
 
 
To provide water and sanitation 

services to 500,000 people, and 
capacity building for DAs. 

 
 
� To provide water and sanitation 

facilities for up to 500,000 people 
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表 2－7 ガーナで最近終了した又は実施中のプロジェクト（地方、小規模都市の水供給関係）（3/4） 
xternal Support  
Agencies 

Support Amount to Date Project Operational area Project Duration Status Targets/Achievements 

Japan International  
Development Agency 
 （JICA） 
 

Υ890million 
 
Υ750million 
 

Phase 1 – Northern Region – Nanumba 
District 

• Phase 2 – Brong Ahafo District : 
Berekum & Jaman 

Completed 
 
Completed 
 

Completed 
 
Completed 
 

159 water points with pumps  
completed 

310 water points completed 
 
 

 Υ900million 
 
 
（i） US$5.0mill. 
（ii） US$10mill. 
 

Phase 3 – Eastern Region: 7 districts 
Greater Accra: 2 districts  
    

Phase 4 – In two stages, namely Term Term 
II and I.  

2001～2003 Term 1 completed. 
 
 
The Term 2 which 

is supposed to 
follow up has 
been suspended  

    

425 water points completed. 
 
 
（i） 285 water points in 242  

communities for Term 1 
（ii） 5 small towns. 

Term 1 completed, Term 2 in 
suspension 

 
 

KfW DM15 million 
 
 
 
 
DM15 million 
 
 
 
 
DM5 million 
 
 
DM10 million  
 
 
 
∈11.51 million 

RWSP1 – AMER （Conversion Program）
 
 
 
 
EVORAP – Eastern & Volta rehabilitation of 

systems transferred to DAs by GWCL; 
and community own systems （12） 

 
 
• RWSP2 – Ashanti, Brong Ahafo and 

Western regions. 
 
• RWSP 3 – Ashanti and Eastern regions 
 
 
 
• RWSP 4 – Ashanti region 

1. 1997～2000 
 
 
 
 
2. 2000～2003 
 
 
 
 
3. 2000～2002 
 
 
4. 2002～2005 
 
 
 
5. 2004～2007 
 

Completed 
 
 
 
 
Ongoing 
 
 
 
 
• On-going 
 
 
• Project launched 

Sept 2002.  
 
• Agreement 

signed 
 

Seven regions; 3,800 pumps; 100 new 
bore holes; privatisation of 
Central Maintenance unit. 

 
 
• 33 small towns in the two regions 
 
 
 
 
• 270 Boreholes drilled; 86 

boreholes to be rehabilitated 
 
• 450 boreholes （200 in Eastern; 

250 in Ashanti ） ; and 500 
household latrines. 

• 1000 boreholes and 2000 latrines 
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表 2－7 ガーナで最近終了した又は実施中のプロジェクト（地方、小規模都市の水供給関係）（4/4） 
External Support  
Agencies Support Amount to Date Project Operational area Project Duration Status Targets/Achievements 

Unicef 1. Unspecified  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. US$5.5 million 
 
 
 
 
 
 
 
 

• Unicef Assisted Program for water and 
sanitation: 

Phase I:  Northern region – Zabzugu,     
Saboba, Nanumba, East Gonja, Tolon   
and Savelugu for provision of new sources. 
 
 
 
 
 
 
 
Phase II: Northern and Upper East regions;    
and support to guinea worm endemic 
communities in Brong Ahafo （ Sene, 
Atebubu and Kintampo district） ; Volta 
（Nkwanta and Kete Krachi  districts） and 
the Afram Plains of the Eastern region. 
 
Phase III: Soliciting funding for Adidome 
and Kpando districts of Volta region  

2. 2000～2002 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 2000～2004 

• Completed 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• Ongoing 

Phase I: 
 
• 60 boreholes constructed and  fitted 

with pumps 
• Rehabilitated 32 boreholes 
• Mechanised piped system 

constructed for Savelugu 
• Established and trained POs and 

Water Board. 
• Provided assistance to guinea worm 

endemic communities 
 
Phase II: 
 
• 120-hand dug  and 80 boreholes 

fitted with pumps; 60 institutional 
latrines and 240 household latrines. 

African Development 
Bank 

US$19.7million • Five （5） districts in the Ashanti Region 2004～2008 • New Detail components are being designed 
Fund allocation is as follows:  
 
806 BH 
2 Piped Schemes  

HIPC GHC 26 Billion 
 
GHC 14.86 Billion 
 
GHC 18.37 

• NR, BAR, VR, WR 
 
 

2002 
 
2003 
 
2004 

• Ongoing 
 
• Ongoing 
 

• Ongoing 
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なお、現在実施中のプロジェクト（2005年 1月時点で実施中）は以下の通りである。 
 

①フランス開発庁（AFD） 
AFDは、ガーナ政府の貧困撲滅、村落開発を支援する目的で、Northern州で水供給、衛

生施設プロジェクトを実施している。本プロジェクトでは、水汲みでの女性労働の軽減と

子供の病気の改善を目途としている。現在実施中のプロジェクトは以下の通りである。 
Water Supply and Sanitation Project （PhaseⅡ）：（2002～2005：Euro 9million） 

Northern州西部の 5つの郡で実施。235箇所の井戸、13のパイプシステム、2,000箇所の
の家庭用トイレ、72箇所の公共施設用トイレを設置した。 

 
②カナダ国際開発庁（CIDA） 

CIDAは 1970年代より 30年にわたってガーナ北部 3州で、健康改善（ギニアウォーム
撲滅）と生産性向上支援のプロジェクトを実施している。現在実施中のプロジェクトは以

下の通りである。 
Northern Region Water and Sanitation Project（NORWASP）：（1999～2006：Cdn$16,768million） 

Northern 州の東部 7郡で 700箇所の井戸掘削、14,000箇所のトイレと施設維持管理に対
する組織強化を実施している。 

Northern Region Small Town Project （NORST）：（1999～2005：Cdn$20million） 
250,000人を対象とした水供給および衛生施設建設と組織強化を東部７州で実施している。 

 
③デンマーク国際開発事業団（DANIDA） 

DANIDA は、水・衛生セクター強化の支援を 1993 年から、水資源管理の支援を 1997
年から実施している。現在実施中のプロジェクトは以下の通りである。 

Water and Sanitation Sector Programme Support, PhaseⅡ（WSSPSⅡ）：（ 2004～ 2009：
DKK271.695million） 
本プロジェクトは 2004年の 1月から開始しており、以下の 4つのコンポーネントからな
っている。対象は Great Accra, Eastern, Volta, Central州の 4州で、他のドナーの参加を歓
迎している。プロジェクト予算の内、5％は DAsの支援のための経費として CWSAに支
払われている。 

・ District Based Water and Sanitation Component 
・ Integrated Water Resources Management （IWRM） Component 

・ School Hygiene Education Component 
・ Policy, Monitoring and Management Support Component 
なお、WSSPS（PhaseⅠ）は 1998年にスタートし 2004年に終了しており、以下の 6つの
コンポーネントからなっている。 

・ Sector Capacity Building Component 
・ Volta region Phase2 
・ Great Accra Region Phase1 
・ Eastern Region Phase1 
・ Water Resources Information Systems 
・ Small Town Water Supply 
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④ヨーロッパ連合（EU） 
EU は、村落開発、道路建設、マクロ経済への支援を過去 7 年にわたって行っている。
特に村落開発は村落住民への水供給と衛生施設建設に重点を置いている。現在実施中のプ

ロジェクトは以下の通りである。 
Rural Water and Sanitation Project：（2003～2006：Euro 14million） 

500箇所の井戸掘削と 2,000箇所のトイレを Northern州の East and West Gonja郡とWest 
Mamprusi郡で実施している。これらの地域はギニアウォームの感染地域である。 

Small Towns Water & Sanitation Project：（2002～2005：Euro 32million） 
40小規模都市の パイプシステムとトイレ建設をWestern and Central 州で実施した。 

 
⑤世界銀行（IDA） 

IDAは、ガーナの広い範囲で貧困軽減および福祉向上プロジェクトを実施している。現
在実施中のプロジェクトは以下の通りである。 

CWSP2 Phase1：（1999～2004：US$ 25million） 
水供給施設とトイレの建設をAshanti、Brong Ahafo、Upper East、Upper West,およびNorthern
州で実施した。また、各州 DAsの組織強化を実施した。プロジェクト対象人数は 500,000
人である。 

CWSP2 Phase2：（2005～2007：US$ 26million） 
Upper East、Upper West、Ashanti、Brong Ahafo、Westernおよび Cetral州で、25の小規模
都市のパイプシステムと衛生教育を実施する。プロジェクト対象人数は 500,000 人であ
る。 

 
⑥ドイツ復興金融公庫（KfW） 

KfW は、CWSA が実施する小規模都市での水供給施設建設や既存施設のリハビリテー
ションの支援を Volta、Eastern州の 33箇所で実施している。本プロジェクトでは、ドイツ
政府がプロジェクトの 90％を、DAとコミュニティーがそれぞれ 5％を負担している。KfW
では、プロジェクト当初から FA（financial Assistance）だけでなく、DAやWSDBの強化
を含めた TA（technical assistance）を実施している。TA については、German Technical 
Cooperation（GTZ）が実施している。現在実施中のプロジェクトは以下の通りである。 

Ruler Water Supply and Sanitation Program（RWSP）：1997～2007 
Ashanti、Brong Ahafo、Eastern州を対象にしたRural Water Supply and Sanitation Programで、
FA と TA のコンポーネントからなる。Ashanti 州で、1,000 箇所の井戸掘削や 2,000 箇所
のトイレの建設、リハビリテーション、DAsの強化等が主項目である。 

PhaseⅠ：Euro 5.4 million（+TA：Euro 2.1million） 
PhaseⅡ：Euro 2.6 million 
PhaseⅢ：Euro 4.6 million（+TA：Euro 0.5million） 

Small Towns Water Supply Program（EVORAP）：2002～2006 
Voltaと Easter州を対象とした Small Water Supply Program。FAと TAのコンポーネントか
らなる。33の小規模都市（5,000～30,000人）が対象である。TAは GTZの資金を利用し
ている。 

PhaseⅠ：Euro 5.4 million（+TA：Euro 2.1million） 
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PhaseⅡ：Euro 2.6 million 
PhaseⅢ：Euro 4.6 million（+TA：Euro 0.5million） 
PhaseⅣ：Euro 10.2 million（+TA：Euro 1.3million） 
 

⑦国連児童基金（UNICEF） 
UNICEFは、Northern、Upper East州でギニアウォーム撲滅等の根絶を目途に支援を行っ
ている。現在実施中のプロジェクトは以下の通りである。 

Unicef Assisted Program for water and sanitation（PhaseⅡ）：（2000～2004：US$ 5.5million） 
Northern、Upper East州、およびギニアウォームの汚染地域である Brong Ahafo、Volta 、
Eastern 州の一部地域で実施している。本プロジェクトでは、120 箇所の Hand dug wells
とポンプ付ボアホール、60箇所の公共施設用トイレと 240箇所の家庭用トイレの建設を
行っている。 
 

⑧ガーナ政府（GoG） 
GoGは HIPC資金でのプロジェクトを実施している。 

HIPC funds for borehole and sanitation facilities：（20002～2004：50c million） 
Western、Upper East州での水供給と衛生施設の建設とNorthern、Brong-Ahafo, Upper-West、
Eastern、Volta州のギニアウォーム撲滅地域での支援を実施している。 

 
⑨NGOs、その他 

村落給水を手がけている NGOsはかなり存在する。主要なものは Adventist Development 
Relief Agency （ADRA）、Water Aid Ghana、Wardrop、World Visionがある。このほかに、
カトリック教会関連の支援組織として、National Catholic Secretariatが活動を行っている。 

 
２）今後の実施予定のプロジェクト 

今後の実施予定のプロジェクトは表 2－8に示す通りである。各ドナーは継続して同じ州で
支援を続ける傾向にあるが、支援内容は村落給水から小規模都市部のパイプシステムに、FA
と TAのコンポーネントを含んだプロジェクトに変わりつつある。 
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表 2－8 北部 3州の援助状況と JICAプロジェクトの可能性（Water & Sanitationセクター） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－６ 北部３州での水セクターの援助状況 

北部 3 州はガーナで最も貧困率、幼児の死亡率の高いところであり、ドナーによる水・衛生
分野の支援が行われている。図 2－12 に北部 3 州の各郡での給水普及率とプロジェクトの実施
状況を示した。この図に示すように、特に、Northern 州については AFD、CIDA、EU、IDA 等
のドナーが同一地域で、同じ内容の業務を実施しており、業務のオーバーラップが問題になっ

ている。一方、Upper East、Upper West州では、現在 IDAが井戸設備とトイレ建設、DAsの組
織強化のプロジェクトを実施しているのみで、他のドナーの支援は受けていない。2005年度以
降も DIAのプロジェクトが予定されているのみである。 

本件調査では、北部 3 州の各 CWSA 州事務所で、現在実施中のプロジェクト状況と問題点、
将来のプロジェクト、および JICAに対する要望などの聞き取り調査を実施した。聞き取り調査
の結果は、表 2－8に取りまとめている。 

北部 3 州での水・衛生分野においては、給水率が低い以外にも、ギニアウォームやフッ素の
問題、Northern州での井戸成功率が低いという問題がある。井戸成功率の問題については、CIDA
が北部 3州を対象にした水理地質アセスメント調査を予定しており、2005年度からの実施が予
定されている。また、EU は地下水以外の水資源利用の調査プロジェクト（Alternative Water 
Resources Study）を 2005年から実施する計画である。 

Northern州 Upper East州 Upper West州

実施中

・AFD: Rural Water/Sanitation Project(2002-2005)
  235boreholes, １3 pipe systems, 72latrines, etc
・CIDA: NORWASP:（1999－2006）
　　630boreholes, 70HDW, 14,000latrines.
・EU:　Rural Water/Sanitation Project (2003-2006)
 500boreholes, 2,000latrines（ギニアウォーム地区）
・IDA　CWSP2: (1999-2004)
   Boreholes, HDW, DAs 能力強化
・その他（Unicef, NGOｓ、HIPC)

・IDA:  CWSP2(phase1): (2000-2004)
　　188boreholes, 4HDW, 6DAs能力強化

・その他（Unicef,NGOs)

・IDA:  CWSP2(phase1): (2000-2004)
　　585boreholes, 4HDW, 46公共トイレ,229家庭用,
    229家庭用トイレ,6DAs能力強化

・その他（NGOs)

実施予定

・CIDA: NORST:（2005－2012）：時期未定
　   　Small towns water supply /sanitation
       Daｓ等の能力強化
・CIDA: Hydrogeological assessment Project:
     　　  (2005-2008)
・EU:　Alternative Water Resources Study and
        implementation: (2006-2010)
・その他（AFD, Unicef, NGOｓ、HIPC)

・IDA:  CWSP2(phase2): (2005-2007)
　　10 small towns water supply, Dasの能力強化
・CIDA: Hydrogeological assessment Project:
       　　(2005-2008)
・EU:　Alternative Water Resources Study and
        implementation: (2006-2010)

・IDA:  CWSP2(phase2): (2005-2007)
　　15 small towns water supply, Dasの能力強化
　　　　　(9箇所新設、6箇所リハビリ＋拡張）
・CIDA: Hydrogeological assessment Project:
      　　　 (2005-2008)
・EU:　Alternative Water Resources Study and
        implementation: (2006-2010)

人口(2000年) 1,820,806 920,089 576,583

コミュニティ(2000年) 3,558 2,134 1,018

給水率(2004年） 38% 53% 54%

・コミニティー井戸のリハビリテーションとWatsan
　コミッティーの設立(1994年以前の井戸）
　（638コミュニティ、740本の井戸が対象）
・Small towns の機能向上および拡張
  (CIDA,EUが手をつけていない3郡＋新規4郡）
・DAｓの能力強化（Water/Sanitation Plan:7郡対
　象、スペアーパーツサービスの組織化、etc）
・フッ素処理、ギニアウォーム

・Small towns ｗater supply (州内の41の内、31
　箇所は未整備）
・フッ素の高い地域で(50コミュニュティ）への処理
　技術の導入
・DAｓ、エリアメカニックの能力強化とWatsanの設
　立(1974年以前の井戸）

・Small towns water supply (州内の63の内、45
　箇所は未整備、3箇所はリハビリ＋拡張が必要）
・ギニアウォーム感染地域での井戸掘削（給水普及
　率の低いWa, Sissila郡に集中）
・DAｓ、エリアメカニックの能力強化とWatsanの設
　立(1974年以前の井戸）
・Small towns での地下水モニタリング強化

・多くのドナーが同じことをやっている。事前調整が
必要（CIDA, AFD, EU：北部開発の合同会議を実
施）
・実態を正確に把握する必要あり（実態調査を事前
　又はプロジェクトで実施）
・1994年i以前の井戸に関するリハビリとDasの能力
　強化が有望(フッ素、ギニアウォーム対策含む）

・CIDAによりコミュニティ井戸のリハビは完了。
・実態を正確に把握する必要あり（実態調査を事
　前又はプロジェクトで実施）
・Small towns water supply とDAｓの能力強化が
　有望（（DistrictのWater/Sanitation plan策定、
　Watsan設立、フッ素対策含む）

・CIDAによりコミュニティ井戸のリハビリは完了。
・実態を正確に把握する必要あり（実態調査を事前
　又はプロジェクトで実施）
・Small towns water supply とDAｓの能力強化が
　有望（（DistrictのWater/Sanitation plan策定、
　Watsan設立、ギニアウォーム対策含む）

実施
プロジェクト

CWSA州事務所のJICAへの要
望

(インタビュー調査）

プロジェクト実施上の問題点

州名

現状



 

－ 49 － 

 
 

 
 

図 2－12 北部 3州の給水普及率とプロジェクトの実施状況 
（JICA調査団が聞き取り調査結果より作成） 
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第 3章 本格調査への提言 

本件調査により、ガーナの水資源管理および村落/小規模都市給水の実態が明らかになった。今後
の水セクターへの協力の可能性として、開発調査 2件、フォローアップ協力 1件、専門家派遣 1件
の提案を行った。今後の協力の可能性については表 3－1にとりまとめたが、概要は以下の通りであ
る。 

３－１ 開発調査関係 

１）開発調査－1（給水施設、運営維持管理） 

（1） プロジェクト名 
北部 3州給水・衛生施設改善、および地方行政・コミュニティー強化プログラム策定調査 

（2） 調査の目的 
本プロジェクトでは、北部３州の村落、小規模都市の給水普及率と衛生環境の向上を目

途に、給水・衛生施設改善、地方行政、コミュニティー強化プログラムの策定および FS
調査、パイロットプロジェクトでの技術移転を行う。 

（3） 調査対象地域 
北部 3州（Northern、Upper East、Upper West州全域） 

（4） 相手国調査実施体制（カウンターパート機関） 
CWSAおよび北部 3州の各 DAs 

（5） 調査の必要性 
北部3州はガーナでも最も貧しい地域であり、給水普及率も依然として低い（38～54％）。
また、ギニアウォームやフッ素など健康上の問題があり、給水・衛生施設の普及、改善が、

地域発展を進めていく上での最重要課題となっている。Northern州には、1994年以前に設
置された井戸でリハビリの必要な井戸が 700箇所程度あると言われており、本リハビリや
新規施設を建設することにより給水率を高める必要性が高い。Upper East、Upper West州
では、多くの小規模都市で依然給水システムが未整備である。 

DAsはWater & Sanitation Plan策定、WATSANコミッティー、WSDBの設立、工事の入
札・管理等を行う必要があるが、決定的に人材が不足しており Capacity Buidingが不可欠
である。また、1994年以前の既存井戸についてはWATSANコミィッティーが設立されて
いない。Upper East、Upper West州では、JICAが『ガーナ社会総合プログラム（IHDP）』
を行っており、このプロジェクトの上位目標である「貧困層の生活および健康を改善する

こと」に、本プロジェクト目標が合致する。 

（6） 調査項目および内容 

Phase1（強化プログラムの策定） 
① 基礎データの収集と整理 
・ 社会・経済（各種統計資料） 
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・ 自然（地形、水文、地質、土地利用） 
・ 環境（社会、自然環境） 
・ 関連する国家計画、関連法案、諸基準 
・ 水セクターおよび関連機関 
② 給水施設・衛生施設、地方行政の実態調査 
・ 給水施設台帳の作成（井戸、パイプシステム等） 
・ CWSA、ドナー、NGOs等の活動状況 
・ コミュニティーの維持管理体制 
・ DAsの活動状況 
③ 北部 3 州における給水・衛生施設改善、および地方行政・コミュニティー強化プログラ
ムの策定 

・ 給水・衛生施設改善強化プログラムの策定 
・ 地方行政・コミュニティー強化プログラムの策定 
・ 既存井戸のリハビリテーション計画の策定 
・ 小規模都市での地下水モニタリング計画の策定 
・ CWSAデータ管理における技術支援計画の策定 
④ FS調査、パイロットプロジェクトの選定 

Phase2（FS調査、パイロットプロジェクト） 
① FS調査 
・ DAにおけるWater and Sanitation Plan の策定 
・ DAの組織強化プログラム 
・ 小規模都市の給水施設設計・地下水モニタリング計画 
② パイロットプロジェクトの実施 
・ DAの組織強化 
・ DWSTの強化およびWATSANコミッティー/WSDBの設立 
・ 小規模都市での新規施設設計およびモニタリング計画 
・ 既存井戸のリハビリテーション 
・ 各 CWSA州事務所の IT強化 

（7） 調査実施上の留意点 
・ 開発調査後の事業実施のための資金確保が前提となる。当国においてはDemand Responsive 

Approachのもとで事業実施のための資金と共に技術移転を行うドナーが多くを占めてお
り、本件でも調査実施の際に施設整備のための資金が調達されていれば効果的な協力を

行うことができる。 
・ 北部 3 州には多くのドナーが支援しており、事前にプロジェクトの内容が重複しないよ
うに調節が必要である（CIDA、EU、AFD、IDAとの調整）。北部 3州に関しては年 3回
程度ドナー会議が開かれており、そこでの調整が可能である。 
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２）開発調査－2（統合水資源管理（IERM）） 

（1） プロジェクト名 
Ankobra川、Pra川流域における統合的水資源管理（IWRM）計画調査 

（2） 調査の目的 
ガーナ国の南西部の Ankobra川、Pro川の統合的水資源管理計画調査を行い、IWRM管

理体制を確立する。 

（3） 調査対象地域 
ガーナの南西部の Ankobra川、Pra川流域 

（4） 相手国調査実施体制（カウンターパート機関） 
WRCおよび関連する水セクター（WRI、HSD、GMA） 

（5） 調査の必要性 
WRIでは、全国 16の流域を対象にした IWRMの事前検討調査を実施しており、問題点
の抽出と IWRM優先順位が検討されている。すでに、DANIDA支援で Densu、White Bolta
川流域の IWRM が実施されており（2004 年終了）、他の流域についても、早急に IWRM
の実施が望まれている。ガーナの南西部の Ankobra川、Pro川は、水質汚染、不適な土地
利用、海水侵入、地下水の鉄・マンガンの含有、金鉱山の汚染の問題があるとともに、近

年人口が急激に増加しており、早急に統合的水資源管理体制を確立する必要がある流域で

ある。Ankobra川、Pro川流域は、WRCから IWRM実施の要望が高い流域である。 

（6） 調査項目および内容 

Phase1（IWRM基本計画策定調査） 
① 既存資料の収集、整理 
② 既往調査のレビューと問題点の抽出 
③ 水セクターの実態調査（実施能力など） 
④ 水理地質データ、水質データの整理 
⑤ 水資源ポテンシャルの算定 
⑥ IWRM基本計画の策定 
・ 水資源適正配分手法の確立（シミュレーションモデルの構築） 
・ 水理地質、水質情報データベースの構築 
・ 水資源管理基本方針、実施計画の策定 
・ 雨量、表流水、地下水位、水質のモニタリングシステム計画策定 
・ 情報公開と住民啓発計画の策定 
・ 各水セクターの組織強化と協力体制の確立 
・ 流域水資源管理委員会（Water Board）の設置と運営計画 
⑦ パイロットプロジェクトの仕様決定 



 

－ 53 － 

Phase2（運営体制の確立） 
① 流域水資源管理委員会、水セクターの組織強化 
・ 流域水資源管理委員会の運営強化 
・ WRC、WRI、HSD、GMA、CWSA等への技術支援 
② 地下水位、水質、表流水のモニタリングシステムの構築と技術指導 
・ 観測所選定における地下水・水質現地調査（ボーリング、物理探査、水質試験） 
・ 観測所の設置（雨量、河川流量、地下水位、水質）と観測指導 
・ WRC、WRI、HSD、GMA、CWSA等への技術支援（観測データの解析等） 

（7） 調査実施上の留意点 
・ Ankobra川、Pro川流域の IWRMの緊急度は高い。技術的には基礎的なデータの不足、技
術者数の不足の問題がある。 

・ DANIDA が先行して実施しているので、関係機関内での基本方針や調査内容についての
確認が必要である。 

・ 各水セクターの技術強化のための技プロ/シニアボランティア派遣との組み合わせが有効
であると考えられる（実態/要望調査が必要）。これまでに、DANIDA支援でWRI、HSD、
GMAの組織強化支援が行われたが十分ではない（WRIS：1997～2004）。 

・ 調査実施後には同様流域委員会の設置が期待されるが、先例となる Densu 流域委員会は
DANIDA の資金協力に依存しているのが現状である。ガーナ側で独自に実施するコミッ
トと予算確保に目処が得られないければ調査の成果を実施に移すことは困難である。 

（8） その他の付随する支援 
< GMAに対する技術支援 > 

GMA は水資源管理で最も基礎となる降水量を観測する機関であるが、国内すべての観
測所で依然手動による観測が行わており、観測システムの更新、スタッフの能力強化が急

務である。 
< WRIや CWSAの IT技術者に対する技術支援（データベース活用技術支援）> 

WRIや CWSAの IT技術者の能力強化とカラープリンター等の周辺機器の提供、GPS現
地データの収集技術の研修等を行う。 

３－２ JICAフォローアップ協力（および専門家、協力隊） 

（1） プロジェクト名 
地方給水計画で設置した井戸の機能回復プロジェクト 

（2） 調査の目的 
日本の無償地方給水計画で設置された井戸のうち、現在稼動していない井戸の機能回復

を行う。その際、DAの維持管理強化やWATSANコミッティーの設立を行う。 

（3） 調査対象地域 
Northern、Brong Ahafo、Eastern、Great  Accra、Westernの 5州の日本無償井戸の内、機

能回復が可能な井戸を対象とする。 
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（4） 相手国調査実施体制（カウンターパート機関） 
CWSA州事務所および関連する DAs 

（5） 調査の必要性 
Western州と Eastern州では井戸水に鉄・マンガンの含有が多く、Western州で 142箇所

の内 30%（43箇所程度）の井戸が、Eastern州では 425箇所の内 40箇所の井戸が使用され
ていない。井戸の使用をやめたコミュニティーは、再び川や池の水を飲んでおり、井戸施

設設置前の状況に戻っている。その他、各州で破損又はスペアパーツが手に入らないため

稼動していない井戸が幾つかあると考えられる。これら未稼働の井戸の機能を回復するこ

とにより、実質的な給水普及率が向上する。 

（6） 調査項目および内容 
① 井戸のリハビリテーション 
・ ハンドポンプの修理、部品交換 
・ 井戸の洗浄 
・ 鉄・マンガン除去装置の設置/維持管理トレーニング 
② DAの維持管理強化やWATSANコミッティーの設立 
・ DA＋WATSAN、エリアメカニックへのメンテナンス研修 
・ WATSANコミッティーの設立（1994年以前の井戸対象） 

（7） 調査実施上の留意点 
本プロジェクトにかかる概略の予算は、鉄・マンガン除去装置（3,700US$×83 箇所≒

300,000US$）＋その他の経費（150,000US$）＝450,000US$程度と考えられる。プロジェク
ト実施前には、現地での井戸実態調査（在外基礎調査）が必要である。 

WATSAN 形成、公衆衛生の改善、小規模な生産活動の支援等を組み合わせて実施する
ことも考えられ、その場合、専門家や JOCV当の人材投入を併せて検討すれば効果的な事
業に展開される可能性がある。 

 

３－３ データベース構築 

（1） プロジェクト名 
CWSA、WRIのデータベースの情報管理と運営に関する技術支援 

（2） 調査の目的 
データベースを含めた情報管理と運営に関する技術移転を行う。 

（3） 調査対象範囲 
CWSA、WRIの IT関係の技術者 

（4） 相手国調査実施体制（カウンターパート機関） 
CWSA、WRI 

（5） 調査の必要性 
地方給水、水理地質に関するデータベースは、CWSA と WRI に個別にあり異なった用
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途で設計されている。双方のデータベースとも機能性には優れているが、問題は使用デー

タの信頼性と管理体制にある。両データベースともデータ源は共通しており、統一したフ

ォームでのデータ管理が必要である。 

 （6） 調査項目および内容 
・ CWSAの IT技術者に対する技術支援（データベース） 

州事務所の IT技術者の能力強化とカラープリンター等の周辺機器の提供、GPS現地デ
ータの収集に関する研修等を行う。 

・ WRIに関する技術支援 
WRIは、DANIDAの支援で Upper East、Upper West、Volta州で水理地質調査（ベース
データの確認）を実施した。残る 7 州での同種の調査支援（GPS、車両が不足）が必
要である。 

（7） 調査実施上の留意点 
CWSA、WRIでの要望調査が必要である。これにより技術者の派遣のコンポーネントが
確認できる（専門家/シニアボランティア）。現地の大学等のリソースを積極的に活用すれ
ば、高いコストパフォーマンスも期待できる。 

 

３－４ 水理地質調査 

ガーナにおける水理地質図（1/250,000）は、WRIにより南部を中心に整備されている。現時
点では北部 3州と Brong Ahafo州の水理地質図が作成されていないが、基本的データの収集は完
了している。本年度中に完成する予定である。Upper East、Upper West、Voita州の水理地質に関
するデータ収集は、DANIDA の支援で WRI が実施済みであり、全国のデジタル水理地質図も
2005 年度中に完了予定である。CIDA は北部 3 州で水理地質アセスメントプロジェクトを今年
度から実施する予定でいるが、プロジェクトの目的、内容については不明瞭である。したがっ

て、今のところ水理地質に関するプロジェクトの緊急性は低いと評価される。 
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